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１． はじめに 
 

（１）特許検索ガイドブックとは 

 
特許文献は、最先端の技術情報です。企業、大学などの研究者にとって、技術知識

の習得、重複研究の排除のために有用であり、また知的財産担当者が権利化可能性の

調査を行うために不可欠なものとなっています。更に研究戦略や知財戦略の構築のた

めにも役立つ情報であるといわれています。 

現在、公開公報等の特許文献は我が国だけでも４０００万件以上あります。しかも、

これらの特許文献の数は増加の一途をたどっています。 
今後は、有用な特許情報に如何に効率的にアクセスするかが、研究者や知的財産担

当者にとっての重要な課題となってくると考えられます。 

 それでは、これらの膨大な特許文献の集合を前にして、有用な特許情報に的確かつ

効率的にアクセスするためにはどうしたらいいのでしょうか。 
 一言で言えば 
「何を探すかを明確に把握し、最も適した検索キーを用いること」 
 に尽きると思います。つまり、膨大な特許文献の集合の中から、的確にしかも効率

的に必要とする先行技術を発見するためには、ただ漠然と同じような文献を探すので

はなく、何を探すかを明確に把握し（つまり目的意識を持って）、その探すポイントに

最も適した検索キーを使い分けることが必要になるということです。 
 特許庁の審査官が主に用いる検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等1が挙げ

られますが、これらの検索キーの情報は容易に入手することができます。 
 しかし、実際の検索方法を見てみると、多くの利用者がキーワードを用いた検索に

頼っているのが現実のようです。 
 キーワード検索は、単語を直接入力する方法なので検索する方にとって分かりやす

い反面、用語が必ずしも統一されていない特許文献の中から必要な情報を的確かつ効

率的に発見するという観点から見れば、必ずしも効果的とは言えません。 
Ｆタームは、一定の技術範囲を種々の技術的観点から多観点で区分したものであり、

例えば、目的、用途、構造、材料、製法、処理操作方法、制御手段などの多数の技術

的観点から技術を区分したタームリストに基づいて、各特許文献ごとにその技術的特

徴を示すＦタームが付与されています。又、ＦＩは、ＩＰＣをさらに細展開したもの

です。ＦタームやＦＩは、技術の特徴から絞り込むための検索キーであり、特許文献

を検索する際には、キーワードよりも、ＦタームやＦＩの方が検索キーとして適切な

                                            
1 使用される主な用語欄を参照。 
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場合もかなり多いものです。そのため、先行技術調査を的確かつ効率的に行うために

は、ＦタームやＦＩ等の検索キーについての知識と理解が必須となるといえます。 
 この「特許検索ガイドブック」は、特許庁の審査官が、実際に先行技術調査を行っ

た経験に基づいて作成しており、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等の検索キーに関する知識

をお持ちである方が利用する前提で説明されています。これらをあまりご存じでない

方は、まずＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等に関するテキスト等をお読みになることをお勧

めします。そのあとで、この特許検索ガイドブックを読めば、ＦタームやＦＩ等の検

索キーについての知識や理解をさらに深めるために役立つ情報が詰まっていることが

ご理解いただけるものと思います。 
 
 

（２）先行技術文献調査を行う前に 

 ａ．検索ポイントの把握と変更 

 
 効果的に先行技術文献を探すためには、まず、「何を探すか」を明確に把握する必要

があります。 
 例えば、ある出願に対する先行技術文献を調査する場合、その出願の特許請求の範

囲の記載だけではなく、発明の詳細な説明の記載や図面等も確認したうえでその出願

のポイントを把握し、「何を探すか」を総合的に判断することが必要となりますし、自

身の発明やアイディアに対する先行技術文献を調査する場合、自身の発明やアイディ

アのポイントをきちんと把握することが必要となること等が挙げられます。 
 また、「何を探すか」の「何」をあまり限定しすぎず、調査結果に応じて検索キーを

変更することや、探すポイントを変更することも重要です。 
 まず、検索キーの変更ですが、例えばキーワードによる検索で先行技術文献が発見

できなかった場合、ＦタームやＦＩ等を用いた検索を行うと発見できる場合がありま

すので、検索キーの選択は非常に重要になります。そして、最初にどの検索キーを用

いるかは、探すポイントに応じて選択することとなります。 
 次いで探すポイントの変更ですが、特許法には「進歩性」という考え方があり、「発

明の属する技術の分野における通常の知識を有する者（一般に「当業者」といいます）

が、容易に発明をすることができた発明」は、特許にはならないという規定がありま

す。このことは、先行技術文献を調査する場合、ある発明と同じ発明を探すだけでは

先行技術文献調査としては不十分であることを意味します。 
たとえば「Ａ」というポイントを探して発見できなかった場合、そこで検索を終了

するのではなく、「Ａ」は「ＢとＣとの組み合わせでもできる」と判断した場合、「Ｂ」

または「Ｃ」を検索することが必要になるということです。また、その組み合わせの

パターンも数種類考えられる場合があり、それに応じて検索するポイントを変更して
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いくことになります。 
このように、先行技術文献調査は、適切な検索キーを選択し必要に応じて変更する

こと、「進歩性」を考慮に入れつつ「何を探すか」を決め、そしてそれを臨機応変に変

更することがきわめて重要なポイントとなります。 
 

ｂ．検索キーについての知識と理解、検索式の決定 

 
 検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワード等があり、これらの検索

キーの構造・特徴を良く理解した上で、探したい発明等に応じてこれらの検索キーを

使い分けることが必要になります。 
 また、どの技術分野を検索するのかも重要なポイントです。検索する技術分野の決

定には上述の「何を探すか」の決定が密接に関連してきます。探すポイントによって

は、検索すべき範囲が特定の技術分野に限定されないことがあるからです。 
 技術分野を決定した後は検索式を構築することになります。そして、その検索結果

に応じて、上記ａ．で述べた考え方を利用して検索式の変更や、検索する技術分野の

変更等を行うことになります。 
 

ｃ．説明会テキスト等の利用 

 
 特許庁では、特許庁ホームページ（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）において、各
種説明会や講演会で用いられたテキスト等を公開していますので、必要に応じてご活

用下さい。 
 

（３）使用される主な用語 

 
 以下、特許検索ガイドブック中によく出てくる用語を簡単に紹介します。詳しい説

明は割愛しますが、検索を効果的に行うためにも、他のテキスト等を利用して検索キー

については良く理解するようにして下さい。 
 
 ＩＰＣ：世界５０か国以上で共通に使用されている国際特許分類（International 

Patent Classification）。１９７１年に作成された「国際特許分類に関するスト
ラスブール協定」に基づいて作成され、同協定の加盟国で利用されている。日

本では１９８０年からＩＰＣを採用している。 
  
ＦＩ：ＩＰＣをさらに展開するために、展開記号、分冊識別記号をＩＰＣに付加し
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たもの。特許審査における先行技術のサーチを効率的に行うことを目的として

付与されており、国内でのみ使用される。展開記号は、ＩＰＣの最小単位であ

るグループを更に細かく展開するために用いる記号で、原則として１０１より

始まる３桁の数字が使用される。分冊識別記号は、ＩＰＣまたは展開記号をさ

らに細かく展開するために用いる記号で、「Ｉ」、「Ｏ」を除くＡ～Ｚのアル

ファベット１文字が使用される。 
 
 Ｆターム：特許審査の先行技術文献サーチを迅速に行うための機械検索用に特許庁

が開発した技術項目。一ないし複数のＦＩが付与された文献を、種々の技術的

観点から多観点で区分してあることが特徴。目的、用途、構造、材料、製法、

処理操作方法、制御手段などの多数の技術的観点から技術を分類したタームリ

ストに基づいて各文献ごとにＦタームを付与することにより、関連先行技術を

絞り込むことを目指している。テーマコードとは、英数字５桁からなり、ＦＩ

を所定の技術分野ごとに括ったＦタームでの検索範囲となる技術単位のこと。 
 
 ＥＣＬＡ：欧州特許庁（ＥＰＯ）において用いられている、ＩＰＣを細かく展開し

た独自の特許分類。European Patent Classification。 
 
 ＵＳＣ：米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）において用いられている独自の特許分類。 
 
ＪＯＩＳ®：独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供する、科学技術に関

する情報を収録した情報提供サービス。JST Online Information System。 
 
ＤＷＰＩ：トムソンサイエンティフィックが提供する世界４０カ国相当の特許情報

を収録したデータベース。Derwent World Patent Index®。 
 
ＳＴＮ®：化学構造や化学反応、特許文献の検索に強みを持ち、豊富な科学技術情

報を収録した情報提供サービス。The Scientific and Technical Information 
Network。 
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平成１８年２月公開の技術分野一覧 

 

インクジェット記録方法及びその記録媒体 

絶縁耐力・破壊電圧試験 

印刷物 

エレベータ 

エアバッグ 

金銭登録機・受付機（ＰＯＳ・キャッシュレジスタ） 

生体物質含有医薬 

無電解めっき 

製紙技術 

オレフィン重合触媒 

ケーブル・絶縁導体 

カラー画像通信方式 

文書作成技術 

 

 

平成１７年３月公開の技術分野一覧 

 

レーザー一般 

光学分析技術 

電子ゲーム 

ハイブリッド自動車 

マニプレータ 

調理機器 

遺伝子工学 

固体廃棄物の処理 

燃料電池 

デジタル記録担体及び周辺機器 

光学的記録担体及びその製造 

電話機の回路等 
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１． 技術の基礎                          

 

 

本技術分野は、液体乃至液体を含む組成物（インク）を微小液滴状に被

記録媒体上に吐出して記録を行う方法･･･いわゆるインクジェット記録･･･

に関する技術の中で、主として記録方法及び被記録媒体の技術に関する。 

 

 インクジェット記録装置(インクジェット印刷機、インクジェットプリン

タ)の機械的な構造・駆動はこのテーマのカバーする範囲からは除外される。 
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２．先行技術文献調査を効果的に行うための基礎知識             

 

 

(１) サーチ手法 

・この技術分野は日本国出願人の出願が多数を占め、日本国公報の件数の割合も国際

的にみても高い。 

 

・この分野に関するFI（B41M5/00@A,B,E）は技術的に細分化されておらず、FI・Fタ

ーム検索及びテキスト検索を併用してサーチを行うことが望ましい。テキスト検索を

行う際には、同義語を網羅することが必要である。また、FIハンドブックやFターム

解説等を参考にすることで、効率的なサーチを行うことができる場合もある。 

 

・FI及びFタームが関連分野のみに付与され、この分野に関するものが付与されてい

ない案件も少なからず存在するため、テーマ内検索と共に関連分野のクロスサーチが

必要となる場合もある。 

また、関連分野には「インクジェット記録用」といったFタームが設けられている

テーマもある。 

例）テーマ：4J039(GA24),4L055(GA09) 

 

 

○Ｆターム検索を行う際の注意点 

 この分野に関するＦターム「2H186」は、平成１６年度よりメンテナンスを開始し、

Fターム解析・付与を順次行い、平成２０年度以降にメンテナンスが終了する予定で

す。メンテナンス終了までの間は未解析の公開公報が存在する点にご留意下さい。（必

要に応じて、ＦＩのみを用いた検索やテキスト検索をご利用下さい。また、所定期間

中は旧テーマ（2H086）のＦＩ・Ｆターム検索及びテキスト検索を利用することがで

きます。） 
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(２)参考となる公報 

 

①記録方法・装置関連 

特開平１－６９３８１号公報 ：無色液体組成物を用いた記録方法 

特開平４－２１４４６号公報 ：記録後に加熱する記録方法 

特開平３－２１９９９２号公報 ：記録後に加圧する記録方法 

特開昭５２－１４２５１６号公報 ：記録後に紫外線を照射する記録方法 

特開昭６２－５９０７６号公報 ：記録後の記録媒体に保護層を設けるもの 

特開平３－２８４９４８号公報 ：中間転写するもの 

特開平３－４１１７１号公報 ：インク組成に関連する記録方法 

特開平２－２４３３５５号公報 ：インク濃度・吐出量に関連する記録方法 

 

②記録媒体の材料・構成 

特開昭６０－２０４３９０号公報 ：気相法シリカ含有受容層を有する記録媒体 

特開平１－９５０９１号公報 ：アルミナゾル含有受容層を有する記録媒体 

特開昭６０－２１９０８４号公報 ：コロイダルシルカ含有受容層を有する記録媒体 

特開昭６２－２６１４７６号公報 ：紫外線吸収剤含有受容層を有する記録媒体 

特開昭５８－１１０２８７号公報 ：二層の記録層を有する記録媒体 

特開昭５２－７４３４０号公報 ：普通紙タイプの記録媒体 

 

③インク 

特開平２－２４１７８５号公報 ：顔料インク 

特開平８－９２５１４号公報 ：表面処理顔料インク 

特開昭６２－６４８７４号公報 ：紫外線V硬化型インク 

特開昭５７－１５６２６４号公報 ：濃淡インク 

特開昭５５－１６００７０号公報 ：非水性インク 

特開昭５５－５８９６号公報 ：特殊インク（蛍光性インク） 

特開昭５９－４１３７０号公報 ：白色インク 

 

④その他（用途等） 

特開平９－１１６６９号公報 ：インクジェット記録用圧着紙 

特開平４－２２３１９０号公報 ：インクジェット記録用ラベル 

特開２０００－１２７６２４号公報 ：感熱発色層を有するもの 

特開平７－７２３２５号公報 ：カラーフィルタ関連 

特開平８－４４０４４号公報 ：印刷版関連 

特開昭６０－４４３８６号公報 ：ＯＨＰ用 
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３．検索式作成のテクニック

（１）使用する主なサーチツール

　

【分野のサーチ範囲一覧】

FI 検索対象の技術事項Fターム・FI ECLA WWW JOIS

B41M5/00＠A 記録方法 ◎
B41M5/00＠B 被記録媒体 ◎
B41M5/00＠E インク ◎

 

サーチツール

１．ここでは、検索にどのサーチツールを用いるかを重みを付けてＦＩごとに記載し
　ています。
２．重み付けの順序は、◎、○、△、無印となります。
　　（無印はサーチ不要という意味ではありません。）
３．なお、ここで述べた有効性、必要性は一般論であり、サーチのポイントに応じ
　て異なる事に注意してください。
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①　検索対象の技術事項：主に記録方法及び記録装置に関連するもの

ＦＩ 説明

B41J3/04,101 インクジエツトによるもの（記録装置）

B41J3/04,101@A カラ－記録

B41J3/04,101@B インクミストによるもの

B41J3/04,101@Y インク，記録媒体

B41J3/04,101@Z その他

B41J3/04,102 インク供給装置

B41J3/04,102@N ノズルの乾燥防止

B41J3/04,102@H ヘツド部の清掃

B41J3/04,102@R 不要インクの回収

B41J3/04,102@Z その他

B41J3/04,103@B 液体を気化させることによる体積変化を利用した吐出方式

B41J3/04,103@D ダイヤフラム式

B41J3/04,103@C 空気流を用いるもの

B41J3/04,103@E 振動制御方式〔コンテイニユアス型〕

B41J3/04,103@F 磁性流体を用いたスタイラス方式

B41J3/04,103@G 静電又は磁気吸引方式

関連先の分野

（２）関連分野

※　ここでは、必要に応じてサーチを行う事が多い、本作成分野と関連が深い分野に
　ついて述べています。
　　ただし、サーチを行う分野はサーチのポイントによって変わる事に注意してください。
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ＦＩ 説明

B41J3/04,103@S 熱溶融インク〔固形インク〕を用いるもの

B41J3/04,103@T （多孔シ－ト等のインク担体を用いるもの〔Ｓに優先〕）

B41J3/04,103@H ヘツドの組立て・製造

B41J3/04,103@N ノズル又はオリフイス〔板〕の製造

B41J3/04,103@X 濃淡又は階調記録を行うもの

B41J3/04,103@Z その他のもの

B41J3/04,104 インク粒子飛翔制御装置，例．帯電・偏向・速度

B41J3/04,104@A 荷電制御型及び飛翔御一般

B41J3/04,104@B 電界制御型

B41J3/04,104@C 位相検索・制御〔Ｆに優先〕

B41J3/04,104@D ノズルと用紙の相対移動に対する飛翔制御

B41J3/04,104@F フイ－ドバツク制御を用いた飛翔制御

B41J3/04,104@G 歪補正を用いる飛翔制御

B41J3/04,104@H 文字等のドツトパタ－ン処理に特徴を有する飛翔制御

B41J3/04,104@E 荷電又は偏向電極

B41J3/04,104@K 検出電極又は検出装置

B41J3/04,104@X 濃淡又は階調のための飛翔制御

B41J3/04,104@Z その他のもの
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②　検索対象の技術事項：主に記録媒体に関連するもの

ＦＩ 説明

B41J3/04,101@Y インク，記録媒体

D21H27/00@Z 他に分類されない特殊紙,であって、D21H27/00@A～Gに該当しな
いもの

D06P5/00,111@A インクジエツト捺染

③　検索対象の技術事項：インク関連

ＦＩ 説明

C09D11/00 インク

関連先の分野

関連先の分野
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(３)テキスト検索に有効なワード

【テキスト検索において留意する事項】

ポリエステル樹脂 ポリエチレンテレフタレート ＰＥＴ ポリエチレンナフタレート ＰＥＮ

ポリビニルアセタール樹脂 ポリビニルブチラール ポリビニルホルマール ポロビニルアセタール

ポリビニルブチラール 積水化学エスレック 電気化学デンカブチラール

ポリビニルホルマール ポリビニルフォルマール 電気化学デンカホルマール

ポリアミド ナイロン アラミド

アクリル酸エチル エチルアクリレート

ウレタン樹脂 ポリオール＋イソシアネート ポリアミン＋イソシアネート

イソシアネート イソシアナート

尿素樹脂 ユリア樹脂 ウレア樹脂

ポリ酢酸ビニル 酢ビ ポリビニルアセテート

ポリ塩化ビニル 塩ビ ポリビニルクロライド

イエロー イエロ

マゼンタ マジェンタ

球 玉 粒 ボール

弗素　ｏｒ　弗化 フッ素　ｏｒ　フッ化 ふっ素　ｏｒ　ふっ化 フルオロ フロロ

塩素　ｏｒ　塩化 クロロ

共重合体 コポリマー

ホウ素 ほう素 硼素 ボロン

ホウ酸 ほう酸 硼酸 ボロン

ホウ砂 ほう砂 硼砂 ボロン

　　基本的に有効なＦＩ、Ｆタームがない場合にテキスト検索を行う。
　　その際、各種技報、論文などで用いられた標準技術用語をワードとして用いると
　有効である。
　注）　ここで述べたキーワード及びその類義語は、類義語を考える際の参考となる
　　　例であり、全てを網羅したものではありません。
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４．　サ ー チ 事 例

事例　１

Int.cl７ 備考

本願のサーチの
ポイント

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 Ｆターム 308

STEP 2 Ｆターム 550

STEP 3 ＥＣＬＡ 95

STEP 4 ＷＰＩ 4

STEP 5 ＷＰＩ 23

STEP 6 PATOLIS 82

STEP 7 JOIS 2

STEP 8 espacenet 3

Ｆターム検索では大括りを作ってその中を２次検索する。商用端末では発明者からのアプロー
チを試みる。

検索式 備考

2H086BA34*(ﾒﾀｸﾘ,15N,ﾒﾁﾙ+ﾒﾀｸﾘ,15N,ｴﾁﾙ
+ｱｸﾘ,15N,ﾒﾁﾙ+ｱｸﾘ,15N,ｴﾁﾙ)/TX
*2H086BA34*ﾋﾄﾞﾛｷｼﾙｴﾁﾙ,5N,ﾒﾀｸﾘ
+ﾋﾄﾞﾛｷｼﾙｴﾁﾙ,5N,ｱｸﾘ)/TX

2H086BA34*(紫外線吸収+ＵＶ吸収+ﾍﾞﾝｿﾞﾄ
ﾘｱｿﾞ+酸化防止+退色防止+褪色防止)/TX

Ｂ４１Ｍ５／００Ｊ４

PA=TOMOEGAWA*SEIKO　EPSON

AU=KIYOSHI I+HIROYUKI O

（IN=岩本 N 清志+大西 N 弘幸）*（IC=
B41M5/00）

AU=岩本清志+大西弘幸

dialkylamino acryl

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

出願番号 PCT/JP99/05791

Ｂ４１Ｍ５／００
受容層のバインダーを特定（紫外線吸収ポリ
マー又は酸化防止ポリマーを含有）
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事例　２
出願番号

Int.cl4

本願のサーチの
ポイント

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 クラスター 270

STEP 2 クラスター 42

STEP 3 クラスター 7

STEP 4 クラスター 0

STEP 5 クラスター 10

STEP 6 Espacenet 214

STEP 7 US pat 0

B41M5/00

PCT/JP00/01055

特定の原料を用いていることから、そのワード中心のテキスト検索が有効と考える

検索式 備考

[マーセル/AL+マーセル/TX]*[パルプ/AL+
パルプ/TX]

[アルカリセルロース/AL+アルカリセルロー
ス/TX+アルカリ化パルプ/AL+アルカリ化パ
ルプ/TX+膨潤セルロース/AL+膨潤セル
ロース/TX]　２次[記録+マーキン+インク＋
情報]

mercerization/TX

mercerized/TX

特種製紙/AP

mercerization or mercerrized

mercerization or mercerrized

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。
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事例　３

Int.cl4 備考

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 クラスター 130

STEP 2 クラスター 2

STEP 3 クラスター 51

STEP 4 CAS 55

STEP 5 クラスター 36

Ｂ41Ｍ5/00、他
本願発明は、特定の吸水性樹脂とカチオン性高
分子を併用したインクジェット記録用樹脂組成物
に関する発明である。

PCT/JP00/2190出願番号

検索式 備考

B41M5/00@B*二次[[吸収性+親水性+エチ
レンオキ+アルキレンオキ]*[カチオン性+ア
クリルアミド]]（年代をわけ検索。）

無テーマ[第一工業製薬/AP*インクジェット
/TX]（但し、公開基準日は1998年以降）

B41M5/01@B*二次[ポリアルキレンオキ]

インクジェット、オキサイド及びカチオンの
ワード掛け合わせによる検索

B41M5/01@B*BA15*（ペレット）/TX

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

18



事例　４

Int.cl4 備考

サーチ戦略

使用ＤＢ ヒット件数

STEP 1 クラスター 0

STEP 2 クラスター 0

STEP 3 クラスター 250

STEP 4 クラスター 368

STEP 5 クラスター 35

STEP 6 クラスター 2

STEP 7 クラスター 4

Ｂ４１Ｍ５／００
組成に加えて光沢度、Ｘ線回折強度比及び静摩
擦係数等の数値限定有り

ＰＣＴ００／０３０６０出願番号

１に、ワードによるフルテキスト検索。２に、支持体がポリエステルからなるものの実施例検
索。

検索式 備考

（酸化チタン＊光沢度＊ポリエステル）/ＴＸ

２Ｈ０８６ＢＡ１９（支持体）２次［酸化チタン＊
光沢度＊ポリエステル＊回折］

２Ｈ０８６ＢＡ１９（支持体）２次［ポリエステル］

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

４Ｊ０２９ＤＢ０２（Ｓ含有ジオール、カルボン
酸かつスルホン酸基）

２Ｈ１１１ＣＡ２５２次［ポリエステル＊酸化チ
タン］

（折れじわ＋折れ皺＋折れしわ）/ＴＸ２次
［ポリエステル＋酸化チタン］

（テトラグリシジル＊ジアミン）/ＴＸ

19



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 データ編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

20



Ｉ　Ｐ　Ｃ
B41M  5/00

１－１　　Ｉ  P C 分 類 表

１．本作成分野の分類データ

複製またはマーキング方法；それに使用するシート材料（感光剤を使用するもの
Ｇ０３；エレクトログラフィー，磁気写真Ｇ０３Ｇ）

説明
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ＦＩ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ識
別階層
（ドット）

説明 補足説明 関連分野

インクジェット記
録装置、装置の
作動制御方法は
B41J3/04

記録後の後処理
はB41M7

紙自体はＤ２１Ｈ

インク受容面形
成のための液体
の付与
B05D5/04

積層フィルム
B32B27/00

布の場合D06P
又はD06M

インクジェット記
録用紙の副分類
としてB41J3/04

B41M5/00@E 1 インクに特
徴のあるも
の

インクの組
成など

インク及びインク
セット自体は、
C09D11/00

なお、ＦＩハンドブックの情報については、
http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs
から入手することができます。

インクジェッ
ト記録方法

B41M5/00@B 1 そのシ－ト
材料に特徴
のあるもの

インクジェッ
ト記録用紙
（被記録紙）

１－２　　ＦＩ分類表

B41M5/00@A 0 インクジエツ
トによるもの
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AA00 AA01 AA02 AA03 AA04 AA05 AA06

インク
ジェット記
録一般

・記録方
法

・・インク
の制御

・・・カラー
画像形成
方法

・・・・イン
クの重ね
方、置き

方

・・・・イン
クの吐出
順序

・・・・イン
クの使い
分け

AA11 AA12 AA13 AA14 AA15 AA16 AA17 AA18

・用途
・・被記録
材再利用

・・記録面
粘着層

（接着層）

・・裏面粘
着層（ラベ

ル）

・・透光性
のもの
（例ＯＨ
Ｐ）

・・他の記
録方式と
併用

・・工業製
品製造の
一環

・・その他
特殊用途

AB00 AB01 AB02 AB03 AB04 AB05 AB06 AB08 AB09 AB10

被記録材
の記録前
後の処理

・前処理
・・処理液
の塗布／
含浸

・・・インク
ジェット吐
出するも

の

・・活性光
線処理

・・加熱処
理

・・複数の
前処理を
行うもの

・後処理
・・処理液
の塗布／
含浸

・・・インク
ジェット吐
出するも

の

AB11 AB12 AB13 AB14 AB15 AB16 AB17 AB18 AB19 AB20

・・活性光
線処理

・・加熱処
理（含乾
燥）

・・・加熱
加圧

・・転写／
複写する
もの

・・・画像
のみ転写

・・・層を
含んで転

写

・・・中間
転写する

もの

・・保護層
形成

・・・形成
方法

・・・・ラミ
ネーション
／転写

AB21 AB22 AB23 AB25 AB26 AB27 AB28 AB29 AB30

・・・・塗布
による

・・・・イン
クジェット
吐出によ

る

・・複数の
後処理を
行うもの

・処理液
及び保護
層の材料

・・無機材
料

・・・金属
塩

・・・無機
粒子

・・・・シリ
カ

・・・・アル
ミナ

AB31 AB32 AB33 AB34 AB35 AB36 AB37 AB38 AB39 AB40

・・・酸又
は塩基

・・有機材
料

・・・高分
子化合物

・・・・アミ
ノ基含有
樹脂

・・・・・ポリ
アリルアミ
ン（含ポリ
ジアリル
アミン）

・・・・・ポリ
エチレン
イミン

・・・・ポリ
ビニルア
ルコール

・・・・・ポリ
ビニルア
セタール

・・・・アク
リル系樹

脂

・・・・・ポリ
アクリル
アミド

AB41 AB42 AB43 AB44 AB45 AB46 AB47 AB48 AB49 AB50

・・・・カチ
オン性樹

脂

・・・・ポリ
アルキレ
ンオキシ

ド

・・・・多糖
類

・・・・樹脂
微粒子

・・・・ポリ
オレフィン

樹脂

・・・・ポリ
エステル

・・・・ポリ
ウレタン

・・・・エポ
キシ樹脂

・・・・シリ
コーン樹

脂

・・・・架橋
させるも

の

AB51 AB52 AB53 AB54 AB55 AB56 AB57 AB58 AB59 AB60

・・・・・活
性光線架

橋

・・・・・熱
架橋

・・・・共重
合体

・・・有機
低分子化
合物

・・・・有機
酸、有機
酸塩

・・・・アル
コール

・・・・グリ
コール

・・・・グリ
コール
エーテル

・・・・カチ
オン性化
合物

・・・・・４級
アンモニ
ウム塩

AB61 AB62 AB63 AB64

・・・・含
チッ素化
合物

・・・・含イ
オウ化合

物

・・・・モノ
マー／オ
リゴマー

・・・・ワッ
クス

BA00 BA01 BA02 BA03 BA04 BA05 BA07 BA08 BA09 BA10

被記録材
の形状／
構造

・被記録
材全体の
形状

・・ロール
・・形に特
徴／形状
加工

・・マーク
等がある
もの

・・支持体
両面に記
録層

・被記録
材の層構

成

・・支持体
の上側に
層がゼロ

層

・・・含浸
処理をし
たもの

・・・普通
紙そのも

の

BA11 BA12 BA13 BA14 BA15 BA16 BA17 BA18 BA19

・・支持体
の上側に
層が１層
のみ

・・支持体
の上側に
層が２層
のもの

・・支持体
の上側に
層が３層
以上のも

の

・・裏面層
を持つも

の

・・・裏面
の機能層

・・他の機
能層があ

る

・・・他の
記録層が

ある

・・・・磁気
記録層

・・・・他の
印刷方式
の為の層

BA21 BA22 BA23 BA24 BA26 BA27 BA28 BA29 BA30

・層の構
造／物性

・・表面／
界面の構
造／状態

・・層厚方
向成分変

化

・・層の内
部構造

・・層の物
性／数値
限定

・・・表面
粗さ

・・・平滑
度

・・・摩擦
係数

・・・サイ
ズ度

BA31 BA32 BA33 BA34

・・・光透
過率

・・・白色
度

・・・接触
角

・・・光沢
度

インクジェット記録方法及びその記録媒体

１－３　　Ｆターム

ＢＡ

AB

2H186
B41M5/00@A-5/00@E

AA
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BB00 BB01 BB02 BB03 BB04 BB05 BB06 BB07 BB08 BB09 BB10

支持体上
側の層形
成材料：
高分子

・合成高
分子

・・ポリオ
レフィン

・・不飽和
カルボン
酸重合体

・・・（メタ）
アクリル
酸及びそ
の塩の重
合体

・・・（メタ）
アクリル
酸エステ
ル重合体

・・・・変性
したもの

・・・（メタ）
アクリル
アミド重合

体

・・・・変性
したもの

・・アクリ
ロニトリル
重合体

・・スチレ
ン重合体

BB11 BB12 BB13 BB14 BB15 BB16 BB17 BB18 BB19 BB20

・・塩化ビ
ニル重合

体

・・ビニル
ピロリドン
重合体

・・酢酸ビ
ニル重合

体

・・ポリビ
ニルアル
コール

・・・ＯＨ基
を変性し
たもの

・・・・ポリ
ビニルア
セタール
系樹脂

・・・・オル
ガノシロ
キサン変
性したも

の

・・・カチオ
ン性ポリ
ビニルア
ルコール

・・アリル
アミン重
合体（含
ポリジアリ
ルアミン）

・・ジエン
モノマー
重合体

BB21 BB22 BB23 BB24 BB25 BB26 BB27 BB28 BB29 BB30

・・ポリエ
ステル

・・ポリア
ミド

・・イソシ
アネート
反応物

・・・ポリウ
レタン

・・・ポリウ
レア

・・フェノー
ル樹脂

・・アミノ
樹脂（メラ
ミン樹脂

等）

・・ポリア
ミン（ポリ
エチレン
イミン）

・・エポキ
シ樹脂

・・シリ
コーン樹

脂

BB31 BB32 BB33 BB34 BB35 BB36 BB37 BB38

・・ポリ
エーテル
樹脂（含
ポリアル
キレンオ
キシド）

・・カチオ
ン性樹脂

・・合成ゴ
ム（含ラ
テックス）

・・架橋重
合体

・・・活性
光線硬化
による

・・共重合
体

・・・ブロッ
クコポリ
マー

・・・グラフ
トコポリ
マー

BB41 BB42 BB43 BB44 BB45 BB46 BB47 BB48 BB49 BB50

・天然高
分子

・・多糖類
・・・セル
ロース

・・・・セル
ロース誘
導体

・・・デンプ
ン

・・・・変性
したもの

・・タンパ
ク質

・・・ゼラチ
ン

・・・カゼイ
ン

・・天然ゴ
ム（含ラ
テックス）

BB51 BB52 BB53 BB54 BB55

・物性値
に特徴が

ある

・・分子量
／分子量
分布／重
合度

・・モノ
マー比

・・熱的特
性

・・化学的
性質

BC00 BC01 BC02 BC03 BC04 BC05 BC06 BC07 BC08 BC09 BC10

支持体上
側の層形
成材料：
添加剤

・有機低
分子化合

物
・・有機酸

・・・有機
酸金属塩

・・アル
コール

・・・多価
アルコー

ル

・・エステ
ル

・・エポキ
シ化合物

・・含チッ
素化合物

・・・アミン

・・・・４級
アンモニ
ウム塩化
合物

BC11 BC12 BC13 BC14 BC15 BC16 BC17 BC18 BC19 BC20

・・イソシ
アネート

・・有機金
属化合物

・・有機ケ
イ素化合

物

・・・シラン
カップリン

グ剤

・・・シリ
コーン

・・・・変性
シリコーン

・・含イオ
ウ化合物

・・ワック
ス

・・ケテン
ダイマー

・・アルケ
ニルコハ
ク酸

BC21 BC22 BC23 BC24 BC25 BC26 BC27 BC28 BC29 BC30

・無機物
・・金属、
金属粉、
金属膜

・・無機酸
化物／水
酸化物

・・・シリカ
・・・・表面
処理シリ

カ

・・・・気相
法シリカ

・・・・湿式
法シリカ

・・・・コロ
イダルシ

リカ

・・・アルミ
ナ

・・・・アル
ミナ水和
物（含

ベーマイ
ト）

BC31 BC32 BC33 BC34 BC35 BC36 BC37 BC38 BC39 BC40

・・・・水酸
化アルミ
ニウム

・・・酸化
亜鉛

・・・酸化
チタン

・・・ホウ
素化合物
（含ホウ
酸、ホウ
砂、ホウ
酸塩）

・・金属塩
類

・・・水溶
性金属塩

・・・非水
溶性金属

塩

・・・・炭酸
カルシウ

ム

・・・・硫酸
バリウム

・・・複合
金属塩類

BC41 BC42 BC43 BC44 BC45 BC46

・・天然鉱
物類

・・・タルク
・・・カオリ

ン
・・・粘土 ・・・白土

・・・マイカ
（含合成
マイカ）

BC51 BC52 BC53 BC54 BC55 BC56 BC57 BC58 BC59 BC60

・機能性
添加剤

・・架橋
剤、硬膜

剤

・・界面活
性剤

・・・ノニオ
ン性

・・・カチオ
ン性

・・・アニオ
ン性

・・・両性
・・耐候
剤、耐光

剤

・・・酸化
防止剤／
クエン
チャー

・・・・ヒン
ダードフェ
ノール

BC61 BC62 BC63 BC64 BC65 BC66 BC67 BC68 BC69 BC70

・・・・ヒン
ダードアミ

ン

・・・紫外
線吸収剤

・・・・ベン
ゾトリア
ゾール系

・・・・ベン
ゾフェノン

系

・・着色性
物質

・・・蛍光
剤、蛍光
増白剤

・・粒子状
添加剤
（填料顔
料）

・・・無機
体質顔料

・・・樹脂
微粒子

・・・有機
無機複合

体

ＢＣ

ＢＢ
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BC71 BC72 BC73 BC75 BC76 BC77 BC78 BC79 BC80

・・・・シリ
カ・アクリ
ル樹脂複
合体

・・抗菌剤
防黴剤

・・可塑剤
・添加剤：
数値限定

・・粒径
・・・一次
粒径

・・・二次
粒径

・・比表面
積

・・細孔径
／開口径

BC81 BC82 BC83

・・細孔容
積

・・吸油量 ・・空隙率

CA00 CA01 CA02 CA03 CA04 CA05 CA06 CA07 CA08 CA09 CA10

被記録材
の製造方

法

・支持体
上側の層
の形成方

法

・・ラミ
ネート／
転写によ
る形成

・・塗布に
よる形成

・・・原料
／支持体
の前処理

・・・塗布
分散媒体

・・・分散
方法

・・・塗布
方法

・・・・キャ
スト法

・・・・・ゲ
ル法（凝
固法）

・・・・・リウ
エット法
（再湿潤
法）

CA11 CA12 CA13 CA14 CA15 CA16 CA18

・・・塗布
時の添加

剤

・・溶融塗
布

・・塗布液
数値限定
／成膜パ
ラメーター

・・層形成
後の処理

・・・カレン
ダー処理

・・・乾燥

・被記録
材への物
理的機械
的加工

DA00 DA01 DA03 DA05 DA07 DA08 DA09 DA10

支持体
・支持体
表面状態

・支持体
内部構造

・形状加
工したも

の

・支持体
材料

・・樹脂
・・・ポリエ
ステル

・・・ビニ
ルモノ

マー重合
体

DA11 DA12 DA13 DA14 DA15 DA16 DA17 DA18 DA19 DA20

・・・共重
合体

・・パルプ
紙

・・・レジン
コート紙

・・・普通
紙

・・・再生
紙／古紙

・・合成紙
・・布／不

織布

・・金属、
ガラス、セ
ラミックス

・・支持体
への添加

剤

・・・紙へ
の含浸材

料

FA00 FA01 FA02 FA03 FA04 FA06 FA07 FA08 FA09 FA10

インク一
般

・インク
セット

・・染顔料
組合せ

・・濃淡イ
ンク

・・Ｃ、Ｍ、
Ｙ、Ｂ以外

の色

・特殊イン
ク

・・白イン
ク

・・無色イ
ンク

・・着色以
外の目的
／効果

・・・非可
視光用

FA12 FA13 FA14 FA15 FA16 FA18 FA20

・インクの
用途・用

法

・・記録媒
体との組
合せ

・・反応液
との組合

せ

・・インク
同士が相
互に反応
するもの

・・インク
吐出の制
御と関連
するもの

・インク：
物性／数
値限定

・製造方
法

FB00 FB01 FB02 FB03 FB04 FB05 FB07 FB08 FB09 FB10

インク材
料

・インク分
散媒体

・・非水系
媒体

・・・親水
性非水系
媒体

・・・疎水
性非水系
媒体

・・媒体フ
リーインク
（ホットメ
ルトイン

ク）

・インク材
料：機能
的分類

・・界面活
性剤

・・・カチオ
ン性

・・・アニオ
ン性

FB11 FB12 FB13 FB14 FB15 FB16 FB17 FB18 FB19 FB20

・・・ノニオ
ン性

・・・両性 ・・分散剤
・・・イオン
性分散剤

・・・高分
子分散剤

・・浸透剤 ・・保湿剤
・・耐候耐
光剤，防
腐防黴剤

・・粒子状
添加剤

・・・無機
微粒子

FB21 FB22 FB23 FB24 FB25 FB27 FB28 FB29 FB30

・・・・シリ
カ

・・・樹脂
微粒子

・・溶剤
・・・疎水
性溶剤

・・・親水
性溶剤

・インク材
料：有機
低分子

・・炭化水
素

・・含酸素
化合物

・・含チッ
素化合物

FB31 FB32 FB34 FB35 FB36 FB37 FB38 FB39 FB40

・・含イオ
ウ化合物

・・有機ケ
イ素化合

物

・インク材
料：反応
性物質
（モノマー
類他）

・・ビニル
系モノ

マー（含Ｃ
＝Ｃ結合
の開裂）

・・・アクリ
ル系モノ
マー

・・・ビニ
ルエーテ

ル

・・・重合
性官能基
２ケ以上

・・開環系
モノマー

・・・オキ
セタン類

FB41 FB42 FB43 FB44 FB45 FB46 FB48 FB50

・・・エポ
キシ／グ
リシジル
化合物

・・・開環
性官能基
２ケ以上

・・付加又
は縮合性
多官能物

質

・・放射線
重合性

・・カチオ
ン重合性

・・重合開
始剤、酸
発生剤

・インク材
料：高分
子化合物

・インク材
料：無機
化合物

FB52 FB53 FB54 FB55 FB56 FB57 FB58

・インク材
料：染顔

料

・・有機染
料

・・有機顔
料

・・・表面
処理した
もの

・・無機顔
料

・・・カーボ
ンブラック

・・・・表面
処理した
もの

FB

DA

FA

CA
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２Ｈ１８６ Ｆターム説明 
 

○Ｆターム検索を行う際の注意点 
 このＦタームは、平成１６年度よりメンテナンスを開始し、平成２０年度以降にメンテナンスが終

了する予定であり、メンテナンス終了までの間は未解析の公開公報が存在する点にご留意下さい。（必

要に応じて、ＦＩ検索やテキスト検索をご利用下さい。） 
 
○技術内容 
【ＩＰＣカバー範囲】 

Ｂ４１Ｍ ５／００Ａ 

Ｂ４１Ｍ ５／００Ｂ 

Ｂ４１Ｍ ５／００Ｅ 

 
【テーマ技術の概要】 

このテーマの技術がカバーする範囲は、液体乃至液体を含む組成物（インク）を

微小液滴状に被記録媒体上に吐出して記録を行う方法･･･いわゆるインクジェット

記録･･･に関する技術の中で、主として記録方法、被記録媒体及びインクに関する

技術である。 

 

 インクジェット記録装置(インクジェット印刷機、インクジェットプリンタ)の機

械的な構造、駆動はこのテーマのカバーする範囲からは除外される。 

 

【利用上の注意点】 
（１）文献解析の対象 

実施例の具体的な記述を中心として解析の対象としている。複数の実施例がある

場合、それぞれについて解析を行っている。概念的な事項に付いては特許請求の範

囲（以下クレームと言う）を参照して付与している。 
実施例に関連して、製造例、合成例等で、クレームの対象以外の部分についての

記述がある場合も、実施例の一部と見なして解析の対象としている。 
実施例としての例示が文献中にない場合は、クレームを中心に解析を行っている。 
従来技術の記述については解析の対象としていない。 

       
（２）観点を表すターム（記号００）の使い方 

観点を表すターム（記号００）は原則的にはタームとしては使用しないが、一部

に例外もあり、それぞれの観点タームのところで個別に規定している。 
 
（３）タームの選択 

(ａ) いずれか一つのタームに絞られておらず、原則として該当するタームについて

すべて付与している。 

(ｂ) 可能な限り下位のタームを選択し、下位のタームを選択した場合には上位の
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タームに付与していない。 

但し、技術的に下位タームだけで特徴が表せないもの、又はいずれに付与すべき

か迷うものは上位、下位両方のタームに付与している。 
         
（４）各タームへの利用上の注意点 

個別の各タームへの付与上の注意点は、「タームの説明」  のそれぞれのタームに
記述してあるのでそれを参照すること。 

 
（５）付加コード 

観点ＢＡ００のＢＡ２１～ＢＡ３４の各ターム並びに観点ＢＢ００及び観点ＢＣ

００の各タームには付加コードＸ、Ｙ、Ｚが設定されている。 
付加コードが設定されているタームは、必ず付加コードを付けて、ターム付与し

ている。ターム項目の物質乃至事象が、付加コードＸ、Ｙ、Ｚで限定される範囲（層）

に存在しない場合は、そのタームを付与していない。 
付加コードは、被記録媒体において、支持体のインクを受ける面側････これを支

持体の上側として定義する････に１層以上の数の層が形成されているとき、ターム

の物質或いは事象がどの層にあるかを、タームにＸ、Ｙ、Ｚを付けることにより表

すものである。 
 

上側にある層は、その機能によって、インク受理層、インク通過層、吸収層、光

沢層、表面層、下引き層 等々いろいろな呼び方がされているが、これら呼び方にと
らわれずに上側の層を以下の３通りとして解析を行っている。 

 
Ｘ：最表層：一番外側に形成されている層、上側に１層しかない場合にも、Ｘが対

応する付加コードである。 
Ｙ：中間層：３層以上の層構成の時、最表層と最下層に挟まれた層、中間層は何層

あってもそれらを全部中間層とする。 
Ｚ：最下層：下引き層、プライマー層等も含め、支持体上側に２層以上の層構成の

時に支持体に接する層を指す。 

例１ インク受理層 ： 支持体上側にはインク受理層１層のみである。　　従って

支持体 インク受理層の　構造/物性(BA21～BA33）　及び

インク受理層の形成材料(観点BB00、BC00）　へのターム

付与には、　付加コード　Ｘ　を付けて付与している。

又、　BA11　（支持体上側に１層のみ）を付与している。

例２ インク透過層 ： インク透過層が最表層、インク受理層が支持体と接する層の

インク受理層 ２層構成である。

支持体 インク透過層の構造/物性　及び　インク透過層形成材料への

ターム付与には、　付加コード　Ｘ　を付けて付与している。

インク受理層の構造/物性　及び　インク受容層形成材料への

ターム付与には、　付加コード　Ｚ　を付けて付与している。

又、ＢＡ１２　（支持体上側に層が２層）　を付与している。
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例３ インク透過層 ： インク透過層が最表層、インク受理層が中間層、プライマー層

インク受理層 が最下層の３層構成である。

プライマー層 インク透過層の構造/物性　及び　インク透過層形成材料への

支持体 ターム付与には　付加コード　Ｘ　を付けて付与している。

インク受理層の構造/物性　及び　インク受理層形成材料への

ターム付与には　付加コード　Ｙ　を付けて付与している。

プライマー層の構造/物性　及び　プライマー層形成材料への

ターム付与には　付加コード　Ｚ　を付けて付与している。

又、ＢＡ１３　（支持体上側に層が３層以上）　を付与している。

例４ 光沢層 ： 光沢層/インク受理層/インク吸収層/プライマー層の４層構成

インク受理層 である。　　光沢層が最表層､　インク受理層とインク吸収層が

インク吸収層 中間層､　そしてプライマー層が最下層となる。

プライマー層 光沢層の構造/物性　及び　光沢層形成材料へのターム付与

支持体 には　付加コード　Ｘ　を付けて付与している。

インク受理層及びインク吸収層の構造/物性、並びに

インク受理層及びインク吸収層の層形成材料、　これらに対する

ターム付与には　付加コード　Ｙ　を付けて付与している。

プライマー層の構造/物性　及び　プライマー層形成材料への

ターム付与には　付加コード　Ｚ　を付けて付与している。

又、ＢＡ１３　（支持体上側に層が３層以上）　を付与している。  
 

（６）商品名に対して付与したＦタームの利用方法 
文献の実施例の記述にはしばしば商品名が記載されている。殆どの場合商品名と

その商品名で表される物質の名称が併記されている。唯、少ない例ではあるが、文

献によっては実施例で使用している物質を商品名でのみ記述して、それに相当する

物質名を記載してない文献もある場合がある。このような場合、文献のクレーム或

いは詳細説明の記述を参照して、出来得る限りその商品名に相当するであろう物質

名を確認或いは推定して、その物質名に相当するタームを付与している。 
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【タームの説明】

Ｆﾀｰﾑ  階層 　　タ ー ム 項 目 　　　　　　　　　　　タ  ー  ム  の  説  明

AA00 観点 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録一般 原則として、AA00はﾀｰﾑとしては付与していない。

AA01 ・ 記録方法 AA02～AA06の上位概念として使用、又、装置に特徴がある時には、ここに付与。

AA02 ・・ ｲﾝｸの制御 ﾌﾟﾛｾｽ条件的なもの(吐出条件も含めて)はここに付与。

AA03 ･･･ ｶﾗｰ画像形成方法 複数ｲﾝｸの使い方について、AA04～AA06の上位概念としてこのﾀｰﾑを使用。

AA04 ････ ｲﾝｸの重ね方、置き方 複数のｲﾝｸを使うとき、ｲﾝｸ相互の重なり/接し方の制御、２次元的なｲﾝｸ配置の制御。

AA05 ････ ｲﾝｸの吐出順序 複数のｲﾝｸを使うとき、その吐出の順序。

AA06 ････ ｲﾝｸの使い分け 複数のｲﾝｸを使うとき、画像ﾃﾞｰﾀ、被記録媒体の種類に応じて、ｲﾝｸを使い分けるもの。

AA11 ・ 用途 AA12～AA18の上位概念として使用。

AA12 ・・ 被記録材再利用 被記録材の再利用を目的とした記録方法、又、それを目的とした被記録材、その目的の

ｲﾝｸ等。

AA13 ・・ 記録面粘着層(接着層) ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録される面が記録後に仮接着されるもの。例えば、圧着記録紙、

親展葉書等。

AA14 ・・ 裏面粘着層(ﾗﾍﾞﾙ) 支持体のｲﾝｸを受ける面とは反対側の面が粘着層を有するもの。

ラベルについては、裏面に粘着性の機能層があるとして、BA15にも付与。

AA15 ・・ 透光性のもの(例OHP) 被記録媒体が全体的に透明性のもの。

例：ＯＨＰｼｰﾄ、医療診断用、ｳｲﾝﾄﾞｳﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用。

AA16 ・・ 他の記録方式と併用 例えば、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ等の様に、他の記録方式による記録が、一つの物品、

枚葉に混在するもの（BA17～BA19も参照・付与）。

AA17 ・・ 工業製品製造の一環 例、ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰのﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｯｸｽ、印刷版、ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板等の製造の様に、

工業製品製造の一環として、ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録方法を利用するもの。

AA18 ・・ その他特殊用途 AA12～AA17以外の用途であって、かつ、ｸﾚｰﾑで用途目的が特定されているもの。

常識的な意味で”紙への文字、画像等の印刷”ではないもの。

AB00 観点 被記録材の記録前後 ﾀｰﾑとしては使用していない。

の処理 処理が時系列的に見てｲﾝｸ吐出と同時に行われる場合は、AB01以下のﾀｰﾑと

AB08以下のﾀｰﾑの両方に付与。前処理，後処理が不明の時も同様。

AB01 ・ 前処理 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録の前に被記録材に何らかの処理を行うもの。但し、”前”は直前程度

の意味であって、被記録材をﾌﾟﾘﾝﾀｰに装入後、或いは装入直前に処理するもの。

ﾒｰｶｰが出荷以前に被記録材に対して行う様な処理は前処理とはしていない。

AB02 ・・ 処理液の塗布/含浸 処理液(定着液、反応液等色々な言い方がされる)の塗布/含浸と云う形で

前処理が行われるもの。

AB03 ･･･ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出するもの 処理液の塗布がｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出によりなされるもの。

画像様に処理液がｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出される場合でもこのﾀｰﾑを付与。
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AB04 ・・ 活性光線処理 UV(紫外線)照射、EB(電子線)照射、赤外線照射、等に被記録材を曝すもの。

AB05 ・・ 加熱処理 被記録材への加熱前処理。赤外線照射の場合はここにも付与。

AB06 ・・ 複数の前処理を 例えば、”処理液を塗布”後に”活性光線処理”など、複数の前処理を行うもの。

行うもの

AB08 ・ 後処理 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録の後に、何らかの形で被記録材を処理するもの。

AB09 ・・ 処理液の塗布/含浸 後処理が、処理液(定着液、反応液等色々な言い方がされる)の塗布/含浸によって

なされるもの。

AB10 ･･･ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出するもの 処理液の塗布がｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出によりなされるもの。

画像様に処理液がｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出される場合でもこのﾀｰﾑを付与。

AB11 ・・ 活性光線処理 UV(紫外線)照射、EB(電子線)照射、赤外線照射、等に被記録材を曝すもの。

AB12 ・・ 加熱処理(含乾燥) 被記録材への加熱後処理。赤外線照射の場合はここにも付与。

AB13 ･･･ 加熱加圧 ﾆｯﾌﾟﾛｰﾙ処理、ｶﾚﾝﾀﾞｰ処理等、ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録後に記録面を加熱加圧するもの。

AB14 ・・ 転写/複写するもの ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録された画像を別の被記録媒体に転写又は複写するもの。

このﾀｰﾑ自体はAB15～AB17の上位概念として使用。

AB15 ･･･ 画像のみ転写 被記録媒体にｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録された画像(ｲﾝｸ)のみが最終記録物に転写されるもの。

AB16 ･･･ 層を含んで転写 転写されるべき層が、ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ被記録媒体にあらかじめ形成されており、その層の上に

画像記録後、層ごと最終被記録物に画像を転写するもの。

AB17 ･･･ 中間転写するもの 中間転写用被記録媒体として、ﾛｰﾙの様なものがプリンタの装置の一部として、

設置されており、その上にｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録後、転写を行うもの。

中間転写媒体も被記録体とみなして、BA～DA観点のﾀｰﾑを付与。

プリンタの装置の一部でない場合には、付与していない。

【補足】
（１）中間転写体（一次転写体）がプリンタの装置の一部（ドラム、ベルト等）である場合、ＡＢ１７
を付与、さらに画像のみ転写するものはＡＢ１５に、層ごと転写するものはＡＢ１６に付与。
（２）中間転写体（一次転写体）が、プリンタの装置の一部でない場合（紙やフィルム等、記録時
に供給・排出されるもの）、ＡＢ１７を付与せず、画像のみ転写するものはＡＢ１５に、層ごと転写
するものはＡＢ１６に付与。
具体的には、次のように解析・付与。
１）中間転写体がプリンタ装置の一部であるか否か判別。
　１ａ）一部である場合→ＡＢ１７付与
　１ｂ）一部でない場合、又は不明な場合→ＡＢ１７は付与しいない
２）上記１）と同時に最終転写（二次転写）体へ、ａ）画像のみ転写するものであるか、又は、ｂ）
受容層ごと転写するものであるか判別。
　２ａ）の場合→ＡＢ１５付与
　２ｂ）の場合→ＡＢ１６付与
例：１ｂ）かつ２ａ）の場合
昇華性インクを用いシート状記録体（紙媒体）にＩＪ記録した後、最終媒体を重ね、加熱等によ
り、インクのみ最終記録体に転写するもの

AB18 ・・ 保護層形成 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録後の記録面上に、部分的な面或いは全面にわたって、保護の目的で

更に層を形成するもの。
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AB19 ･･･ 形成方法 保護層の形成方法。このﾀｰﾑ自体はAB20～AB22の上位概念として使用。

AB20 ････ ﾗﾐﾈｰｼｮﾝ/転写 ﾌｨﾙﾑ等、既に膜状に形成されているものを貼り合わせ或いは転写するもの。

AB21 ････ 塗布による 液状状態(溶剤に溶解/分散、或いは溶融状態)の物質の塗布による保護層形成。

AB22 ････ ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出による 保護層材料をｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ吐出で塗布するもの。画像様に吐出するもの。

AB23 ・・ 複数の後処理を 例えば、”処理液を塗布”後に”加熱乾燥処理”など、複数の後処理を行うもの。

行うもの

AB25 ・ 処理液及び AB25～AB64は、処理液/保護層の材料に関するﾀｰﾑである。

保護層の材料 このﾀｰﾑの材料が処理液/保護層に使われている時のみ、これらのﾀｰﾑを付与。

処理液のうち反応性を有するものは、FA14も付与。

AB26 ・・ 無機材料 AB27～AB31の上位概念としてこのﾀｰﾑを使用。

AB27 ･･･ 金属塩 無機の金属塩。特例として、塩化ｱﾝﾓﾆｳﾑ、硫酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ等のｱﾝﾓﾆｳﾑ塩も含む。

AB28 ･･･ 無機粒子 分散媒体に非溶解性である無機粒子状物質。

AB29 ････ ｼﾘｶ ＳｉＯ2、二酸化ケイ素、ケイ酸ｹﾞﾙの微粒子

AB30 ････ ｱﾙﾐﾅ 酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑの微粒子

AB31 ･･･ 酸又は塩基 無機酸、無機塩基類

AB32 ・・ 有機材料

AB33 ･･･ 高分子化合物 AB33～AB53は処理液/保護層の高分子材料に関するﾀｰﾑである。

一つの物質がこのﾂﾘｰの複数のﾀｰﾑに該当するときは、該当するﾀｰﾑを複数付与。

共重合体の場合は、樹脂名を該当するﾓﾉﾏｰ成分と見なして、複数ﾀｰﾑに付与。

AB34 ････ ｱﾐﾉ基含有樹脂 主鎖、或いは側鎖にｱﾐﾉ基を含有する樹脂。

AB35 ･････ ﾎﾟﾘｱﾘﾙｱﾐﾝ BB19を参照のこと

(含ﾎﾟﾘｼﾞｱﾘﾙｱﾐﾝ)

AB36 ･････ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｲﾐﾝ ｴﾁﾚﾝｲﾐﾝの重合体 、     －( CH2－CH2－NH－)－

AB37 ････ ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ BB14を参照のこと

AB38 ･････ ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱｾﾀｰﾙ BB16を参照のこと

AB39 ････ ｱｸﾘﾙ系樹脂 BB04～BB08を参照のこと

AB40 ･････ ﾎﾟﾘｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ BB07～BB08を参照のこと

AB41 ････ ｶﾁｵﾝ性樹脂 BB32を参照のこと

AB42 ････ ﾎﾟﾘｱﾙｷﾚﾝｵｷｼﾄﾞ ﾎﾟﾘｱﾙｷﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ、ﾎﾟﾘｵｷｼｱﾙｷﾚﾝ等の呼称もある。脂肪族ﾎﾟﾘｴｰﾃﾙ類。

この樹脂名としては、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ［  －(CH2CH2－O－) －  ］ 、 ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞ

 ［  －(CH2CH(CH3)－O－)－  ］等。
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AB43 ････ 多糖類 ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ、ｾﾙﾛｰｽ、その他の天然物多糖類及びその誘導体。BB42も参照のこと。

AB44 ････ 樹脂微粒子 基本的には、ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ用樹脂以外の樹脂で、粒子状で処理液/保護材に添加される樹脂。

但し、光沢層保護層などで、処理後更にｶﾚﾝﾀﾞｰ処理等で膜化させるものも含む。

AB45 ････ ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ樹脂 BB02を参照のこと

AB46 ････ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ BB21を参照のこと

AB47 ････ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ BB23を参照のこと

AB48 ････ ｴﾎﾟｷｼ樹脂 BB29を参照のこと

AB49 ････ ｼﾘｺｰﾝ樹脂 BB30を参照のこと

AB50 ････ 架橋させるもの 多官能性ﾓﾉﾏｰ、多官能性ﾌﾟﾚﾎﾟﾘﾏｰ、或いはﾎﾟﾘﾏｰ中の官能基を更に反応させて、

３次元化させる樹脂。又は３次元硬化した樹脂。

AB51 ･････ 活性光線架橋 紫外線照射、電子線照射などで架橋硬化させる樹脂。又は架橋硬化した樹脂。

AB52 ･････ 熱架橋 加熱により架橋硬化させる樹脂、又は加熱により架橋硬化した樹脂。

AB53 ････ 共重合体 処理液中の高分子が共重合体である時、このﾀｰﾑを付与。更にAB34～AB49の

ﾀｰﾑの樹脂名を共重合ﾓﾉﾏｰ成分と見なして、該当する樹脂名のＦﾀｰﾑを付与。

AB54 ･･･ 有機低分子化合物

AB55 ････ 有機酸、有機酸塩 BC02、BC03を参照のこと

AB56 ････ ｱﾙｺｰﾙ ｱﾙｺｰﾙ類。３価以上の多価ｱﾙｺｰﾙについてはここに付与。

AB57 ････ ｸﾞﾘｺｰﾙ ２価のｱﾙｺｰﾙ。ｼﾞｵｰﾙの呼称もある。ｼﾞｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ、ﾄﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ等の

ﾀﾞｲﾏｰ、ﾄﾘﾏｰも(化学構造としてｱﾙｺｰﾙ性OH基２ｹなので)、ここに含めている。

AB58 ････ ｸﾞﾘｺｰﾙｴｰﾃﾙ ｸﾞﾘｺｰﾙのﾓﾉｴｰﾃﾙ及びｼﾞｴｰﾃﾙ類。AB57に記述したﾀﾞｲﾏｰ、ﾄﾘﾏｰのﾓﾉｴｰﾃﾙ、ｼﾞｴｰﾃﾙ

も含めている。

AB59 ････ ｶﾁｵﾝ性化合物 分子内にｶﾁｵﾝ基を有する化合物、又は酸と結合することにより容易にｶﾁｵﾝ化

する基を有する化合物。ｶﾁｵﾝ性界面活性剤等。

AB60 ･････ 4級ｱﾝﾓﾆｳﾑ塩

AB61 ････ 含ﾁｯ素化合物 分子中にﾁｯ素原子を含有する化合物。このﾀｰﾑを付与する場合は、判明する

限りに於いて、相当する化合物名又は対応する基名をﾌﾘｰﾜｰﾄﾞで抽出。

AB62 ････ 含ｲｵｳ化合物 分子中にｲｵｳ原子を含有する化合物。このﾀｰﾑを付与する場合は、判明する

限りに於いて、相当する化合物名又は対応する基名をﾌﾘｰﾜｰﾄﾞで抽出。

AB63 ････ ﾓﾉﾏｰ/ｵﾘｺﾞﾏｰ 最終的には樹脂となる反応性のﾓﾉﾏｰｵﾘｺﾞﾏｰが処理液中に存在する場合に付与。

生成する樹脂名に相当するﾀｰﾑもAB35以下のﾀｰﾑから選択して付与。

AB64 ････ ﾜｯｸｽ ﾊﾟﾗﾌｨﾝﾜｯｸｽ、ｴｽﾃﾙﾜｯｸｽ等。ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ等に由来する高分子の

ﾜｯｸｽも、ﾜｯｸｽとして記述してある限り、ここに付与。
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BA00 観点 被記録材の 原則としてこのﾀｰﾑは使用していない。但し、被記録材の集合状態（複数枚葉)に

形状/構造 関するもの（例えば包装など)は、他に適当なﾀｰﾑがないので、このﾀｰﾑで対応。

（注）BA01～BA19を付与した場合、原則DA観点のﾀｰﾑのいずれかも付与。

例：BA10を付与した場合、DA14も付与。

BA01 ・ 被記録材 支持体も含めた記録媒体全体の形状に関しての上位概念。

全体の形状

BA02 ・・ ﾛｰﾙ ロール状でプリンターに用紙をセットする場合に付与。

製造時にロール状に巻き取るだけのものには付与していない。

BA03 ・・ 形に特徴/ 記録媒体の形、その為の加工に特徴があるもの。CA18、DA05も同様のﾀｰﾑである。

形状加工 原則として、BA03は被記録媒体単体枚葉の出来上がりの形状について、

CA18は形状加工も含む被記録材への加工全般、加工方法及び複数枚葉の

処理等について、DA05は支持体に限った形状加工について、と区別。

ただし、重複部分もあるので、BA03、CA18、DA05は

どれか一つを付与。

BA04 ・・ ﾏｰｸ等があるもの 例えば表裏識別の目的の為の印刷マーク、色分け等、或いは偽造防止目的の”透かし”

等、記録材に識別目的の表示を有しているもの。

BA05 ・・ 支持体両面に 被記録媒体の表裏両面共ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録層であるもの。

記録層 BA14、BA15は付与していない。BA11も参照。

BA07 ・ 被記録材の層構成 “層“とは、支持体の面上を、支持体面に沿って、全面或いは部分的に被覆する薄膜。

接着剤層、金属蒸着層などについても、一層としている。

（注）ﾌﾚｰﾑ処理、ｺﾛﾅ放電処理などの易接着処理は、層形成とは見なしていない。

BA08 ・・ 支持体の上側に 支持体の面上に特に層を形成せず、支持体に直接にｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録を行なうもの。

層がｾﾞﾛ層 アート紙、コート紙、印刷用紙が被記録体である場合は、BＡ08、DA12に付与。

BA09 ･･･ 含浸処理をしたもの 支持体の面上に特に層は作らないが、多孔性の支持体(紙等)に層形成材料に類似

した処理液等を含浸させたものを被記録媒体とするもの。この場合、含浸材料につい

てのＦﾀｰﾑはDA20に付与するものとし、BB00、BC00の観点のﾀｰﾑを付与していない。

(BB00、BC00は付加ｺｰﾄﾞ付のﾀｰﾑであり、この場合、層は形成してない

ので、X、Y、Z付加ｺｰﾄを付けることが出来ない。)

BA10 ･･･ 普通紙そのもの ここで云う"普通紙"とは"ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｲﾝｸを受理するための層を特に設けてない紙を云う。

例：上質紙、PPCｺﾋﾟｰ紙、非塗工印刷紙

また、原則的にDA14も付与。

BA11 ・・ 支持体の上側に 支持体の上側：ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｲﾝｸを受ける側を”支持体の上側”と定義。

層が１層のみ 　　　　　　　　　　特例として、両面ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録の案件を解析した時は

　　　　　　　　　　表裏夫々の面を共に上側と見なしてFﾀｰﾑ解析。

【補足】実施例に「○○社製　インクジェット用光沢紙」や「△△社製　フォトペーパー（商品名）」
のようにインクジェット記録用紙であることが明らかである場合、パルプ紙の支持体に層を１層
設けたものと見なして、DA12とBA11を付与。

BA12 ・・ 支持体の上側に

層が2層のもの

BA13 ・・ 支持体の上側に

層が3層以上のもの
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BA14 ・・ 裏面層を持つもの 裏面に層があるもの。裏面とは、“支持体の上側“に対して、

支持体の反対側の面を指す。

BA15 ･･･ 裏面の機能層 どのような層も、ある特定機能効果を期待して設けられるので、その意味では

すべて機能層ではあるが、ここでは、機能が明示されている場合はBA15を付与。機能が明示さ
れていなく、『裏面層』や『バック層』とだけ記載されている場合は、BA14を付与。

BA16 ・・ 他の機能層がある ”他の機能層”とは、”ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録方法の長所/短所を助長/ｶﾊﾞｰする為に

設けられる層以外の層”を指す。一般的には、ｲﾝｸ受容層、ｲﾝｸ吸収層、

ｲﾝｸ受容層等と支持体の間をつなぐﾌﾟﾗｲﾏｰ層/下引き層、ｲﾝｸ通過層、光沢層、

及び光沢発現層、これらの層以外の層は”他の機能層”と考える。

BA17 ･･･ 他の記録層がある ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録方式以外の記録方式の為の記録層が同一の被記録媒体中にあるもの。

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録方式の為の層と同一の層であっても、他の記録方式の為に使用されれば

”他の記録層"があるものとしている。

BA18 ････ 磁気記録層 他の記録層が磁気記録層であるもの。

BA19 ････ 他の印刷方式 他の記録層が、ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ記録方式以外の印刷方式の為の層であるもの。

の為の層

これより以後、BA21～BA34、観点BB00、BC00の各ﾀｰﾑに対しては、付加ｺｰﾄﾞが設定されている。

詳細は、利用上の注意点(5)付加ｺｰﾄﾞの項を参照。

BA21 ・ 層の構造/物性 支持体上側の層の構造、物性等に特徴があるもの。BA21のﾀｰﾑ自体は層の構造/

物性に特徴あるものの上位概念として使用している。

BA22 ・・ 表面/界面の構造/状態 支持体上側の層の表面、層と層の界面の状態/構造に特徴。例：粗さ、凹凸

BA23 ・・ 層厚方向成分変化 支持体上側の層に含有される成分の存在量（濃度）が層の厚さ方向で変化しているもの。

BA24 ・・ 層の内部構造 支持体上側の層の内部構造。例：相分離構造、ﾐｸﾛﾎﾟｲﾄﾞ等

BA26 ・・ 層の物性/数値限定 支持体上側の層に物性値等の数値的特徴があるもの。BA26のﾀｰﾑ自体は上位

概念として使用し、BA27～BA34以外の物性値、数値的特徴はここに付与。

ただし、塗布量及び膜厚は、重要なパラメータであり、全案件に付与することになるが、

このことに特段意義は認められないため、塗布量及び膜厚については、付与していない。

BA27 ･･･ 表面粗さ 層の表面粗さ

BA28 ･･･ 平滑度 層の平滑度

BA29 ･･･ 摩擦係数 層の摩擦係数

BA30 ･･･ ｻｲｽﾞ度 層のサイズ度

BA31 ･･･ 光透過率 層の光透過率

BA32 ･･･ 白色度 層の白色度
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BA33 ･･･ 接触角 層の接触角

BA34 ･･･ 光沢度 層の光沢度

BB00 観点 支持体上側の この観点のﾀｰﾑは、支持体上側の層に含有される高分子化合物に対して付与。

層形成材料：高分子 これらの高分子は主に層のﾊﾞｲﾝﾀﾞｰとしての機能目的の場合が多いが、その他の目的

･･･例えば凝集剤としての使用、滑剤的な粒子状での使用等･･･添加剤的な機能目的で、

含有されるものであっても付与。

一つの物質がこの観点の複数のﾀｰﾑに該当するときは、該当するﾀｰﾑを複数付与。

共重合体の場合は、樹脂名を該当するﾓﾉﾏｰ成分と見なして、複数ﾀｰﾑに付与。

BB00はﾀｰﾑとしては使用していない。

BB01 ・ 合成高分子 BB02～BB34以外の合成高分子はここに付与。

BB02 ・・ ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ ｴﾁﾚﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、ﾌﾞﾃﾝ等、ｵﾚﾌｨﾝの重合体/共重合体に付与。

ﾎﾓﾎﾟﾘﾏｰとしては、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ等であるが、これらのﾎﾓﾎﾟﾘﾏｰ

特にﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝは溶剤に非溶解性であり、層のﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ用途で使用

される例はあまりない。ｴﾁﾚﾝを共重合成分とする極性ﾓﾉﾏｰとの共重合体は、

層形成成分として一部に使用されている。

BB03 ・・ 不飽和ｶﾙﾎﾞﾝ酸重合体 下位に展開されていない(即ち(ﾒﾀ)ｱｸﾘﾙ酸類以外の)不飽和ｶﾙﾎﾞﾝ酸の重合体。

ﾏﾚｲﾝ酸(HOOCCH=CHCOOHｼｽ)、ﾌﾏﾙ酸(HOOCCH=CHCOOHﾄﾗﾝｽ)

無水ﾏﾚｲﾝ酸(ﾏﾚｲﾝ酸分子内脱水環化物)、ｲﾀｺﾝ酸(CH2=C(COOH)CH2COOH)

等。これらの酸のｴｽﾃﾙ、ｱﾐﾄﾞ、塩等の重合体も含む。通常、これらの不飽和

ｶﾙﾎﾞﾝ酸は他のﾓﾉﾏｰ成分との共重合体の形で利用される。

BB04 ･･･ (ﾒﾀ)ｱｸﾘﾙ酸及びその塩 ｱｸﾘﾙ酸 ( CH2=CH－COOH ) 又は、 ﾒﾀｸﾘﾙ酸 ( CH2=CCH3－COOH ) の

の重合体 重合体/共重合体。塩になっているものも含む。

BB05 ･･･ (ﾒﾀ)ｱｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ ｱｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ （ CH2=CH－COOR ) 又はﾒﾀｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ ( CH2=CCH3－COOR )

重合体 の重合体/共重合体。上記化学式で、Rは非置換のｱﾙｷﾙ基又は

非置換のｱﾗﾙｷﾙ基を表す。

BB06 ････ 変性したもの BB05の化学式のRが極性基、官能基、ｲｵﾝ性基、ﾎﾟﾘﾏｰ鎖などによって変性

されているもの。

BB07 ･･･ (ﾒﾀ)ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ ｱｸﾘﾙ酸ｱﾐﾄﾞ ( CH2=CH－CONR1R2 ) 又はﾒﾀｸﾘﾙ酸ｱﾐﾄﾞ ( CH2=CCH3－CONR1R2 )

重合体 の重合体/共重合体。上記化学式で、R1、R2は同じでも異なっていてもよく、水素、

非置換ｱﾙｷﾙ基又は非置換のｱﾗﾙｷﾙ基を表す。

BB08 ････ 変性したもの BB07の化学式のR1、R2の片方もしくは両方が極性基、官能基、ｲｵﾝ性基、

ﾎﾟﾘﾏｰ鎖などによって変性されているもの、又は置換されているもの。

BB09 ・・ ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ重合体 ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ( CH2=CH－CN ) 又はﾒﾀｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ( CH2=CCH3－CN ) の重合体/共重合体。

BB10 ・・ ｽﾁﾚﾝ重合体 ｽﾁﾚﾝ               －CH=CH2  の重合体/共重合体。

スチレン樹脂粒子は、BC69にも付与。

スチレン－ブタジエンラテックスはBB20、BB33、BB36にも付与。

BB11 ・・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ重合体 塩化ﾋﾞﾆﾙ  (  CH2=CH－Cl )  の重合体/共重合体。

ポリビニリデンクロライド（PVDC）もここに付与。
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BB12 ・・ ﾋﾞﾆﾙﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝ重合体 ﾋﾞﾆﾙﾋﾟﾛﾘﾄﾞﾝの重合体/共重合体。

BB13 ・・ 酢酸ﾋﾞﾆﾙ重合体 酢酸ﾋﾞﾆﾙ ( CH2=CH－OCOCH3 )の重合体/共重合体。

BB14 ・・ ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ ﾎﾟﾘ酢酸ﾋﾞﾆﾙの加水分解(ｹﾝ化)により得られる。部分ｹﾝ化である程度ｱｾﾁﾙ基
を残したものもﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙとしている。

BB15 ･･･ OH基を変性したもの BB14のﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙのOH基の水素原子を各種の基又はﾎﾟﾘﾏｰ鎖で置換したもの。

BB16 ････ ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱｾﾀｰﾙ系樹脂 ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙの近接する２ｹのOH基をｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類でｱｾﾀｰﾙ化した樹脂。

個別の樹脂としてはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞでｱｾﾀｰﾙ化したものはﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙﾎﾙﾏｰﾙ、以下同様に

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ：ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱｾﾀｰﾙ、ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ：ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙﾌﾞﾁﾗｰﾙ等。

ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙのOH基のｱｾﾀｰﾙ化は理論上も100％は進行せず、OH基の幾らか

は未反応の状態で残る。

BB17 ････ ｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝ変性 ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙのOH基の水素原子を、連結基を介してﾎﾟﾘｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝ基で

したもの 置換したもの。
ケイ素類変性PVAまで拡張して付与。シロキサン変性、ケイ素変性、シラノール変性。
例：シラノール変性PVA、商品名：Ｒ－１１３０／クラレ社製

BB18 ･･･ ｶﾁｵﾝ性ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙ 多くの場合、ｶﾁｵﾝ性基を有するﾓﾉﾏｰと酢酸ﾋﾞﾆﾙとの共重合体加水分解物を称して

ｶﾁｵﾝ性ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙとしている。付与に際しては、ﾎﾟﾘﾏｰ構造で区別すること

なく、ｶﾁｵﾝ性ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾙｱﾙｺｰﾙの名称で使用しておれば、ここに付与。

BB19 ・・ ｱﾘﾙｱﾐﾝ重合体 ｱﾘﾙｱﾐﾝ ： CH2=CH－CH2－NH2     ｼﾞｱﾘﾙｱﾐﾝ ： CH2=CH－CH2－NH －CH2－CH=CH2

(含ﾎﾟﾘｼﾞｱﾘﾙｱﾐﾝ) ｼﾞｱﾘﾙｱﾐﾝの重合物は主鎖が5員環､6員環のﾁｯ素原子含有複素環構造となるものがある｡

化学構造でのみ樹脂が示されている時、判断してｼﾞｱﾘﾙｱﾐﾝの重合物であれば

ここに付与。注意点等はBB32参照。

BB20 ・・ ｼﾞｴﾝﾓﾉﾏｰ重合体 ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ、ｲｿﾌﾟﾚﾝ、ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝ等のｼﾞｴﾝ類の重合体/共重合体。
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BB21 ・・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 多塩基酸と多価ｱﾙｺｰﾙとの重縮合により得られ、ｴｽﾃﾙ結合を主鎖に持つ重合体。

一方又は両方の縮合成分が３価以上の場合は架橋構造となる。

縮合成分の多様性又その組合せできわめて多種類のものがある。又、ﾌﾟﾚﾎﾟﾘﾏｰ

としてﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ等の他の結合様式の高分子の構成成分としても使われる。

BB22 ・・ ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ ｱﾐﾄﾞ結合   －CONH－ を主鎖に持つ重合体。　ﾅｲﾛﾝ 。

BB23 ・・ ｲｿｼｱﾈｰﾄ反応物 多官能活性水素化合物と多官能ｲｿｼｱﾈｰﾄの重付加反応により生成する樹脂。

一般的には、ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ、ﾎﾟﾘｳﾚｱの名称で呼ばれるものが相当する。

ﾎﾟﾘｳﾚｱと尿素樹脂(尿素ｰﾎﾙﾏﾘﾝ縮合物)との混同を避ける為にこの表記を用いた。

BB24 ･･･ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ BB23参照

BB25 ･･･ ﾎﾟﾘｳﾚｱ BB23参照

BB26 ・・ ﾌｪﾉｰﾙ樹脂 ﾌｪﾉｰﾙとﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの重縮合により得られるﾎﾟﾘﾏｰ。

BB27 ・・ ｱﾐﾉ樹脂(ﾒﾗﾐﾝ樹脂等) ｱﾐﾉ基を有する化合物とﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの重縮合により得られるﾎﾟﾘﾏｰ。

尿素樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ｸﾞｱﾅﾐﾝ樹脂等。

BB28 ・・ ﾎﾟﾘｱﾐﾝ(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｲﾐﾝ) ｱﾐﾉ基を主鎖に持つﾎﾟﾘﾏｰ。多くの例において、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｲﾐﾝ ( －( CH2－CH2－NH －)－

が使われている。

ポリアルキレンポリアミンはここに付与。

ジアルキルアミン・エピクロルヒドリン重縮合物はBB28、BB32に付与。(BB29は付与していない)

その他の注意点等はBB32参照。

BB29 ・・ ｴﾎﾟｷｼ樹脂 分子内にｴﾎﾟｷｼ基(ｸﾞﾘｼｼﾞﾙｴｰﾃﾙ基)を持つﾌﾟﾚﾎﾟﾘﾏｰと硬化剤との反応により

得られる樹脂。ﾌﾟﾚﾎﾟﾘﾏｰとして最も一般的なものはﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ系のものである。

      上の式で　Ｒ は

                                                                                      を表す。

BB30 ・・ ｼﾘｺｰﾝ樹脂 ｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝの高分子化物。ｵﾙｶﾞﾉﾎﾟﾘｼﾛｷｻﾝ、ﾎﾟﾘｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝ等の呼称もある。

基本的な主鎖の連鎖は

                                                                                             である。

３官能性のｼﾛｷｻﾝ基を主鎖中に介在させることにより架橋構造を持つものもある。

低分子量ｼﾘｺｰﾝについては、別にBC15ｼﾘｺｰﾝのﾀｰﾑを設けてある。厳密に区別する

ことは難しいが、一応、固体状のものをｼﾘｺｰﾝ樹脂、液状のものをｼﾘｺｰﾝ(ｼﾘｺｰﾝｵｲﾙ)

として付与。

又、別の主鎖結合様式の重合体の主鎖或いは側鎖の一部分をﾎﾟﾘｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝ連鎖

で置換した構造の重合体もあるが、この様な重合体については”別の主鎖結合様式

の重合体”とﾎﾟﾘｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝとの共重合体としてＦﾀｰﾑ付与。

文献によっては ｼﾘｺﾝ ( Ｓｉｌｉｃｏｎ  元素状ケイ素）と表記してあって、 内容的には 

ｼﾘｺｰﾝ(Ｓｉｌｉｃｏｎｅ、ｵﾙｶﾞﾉﾎﾟﾘｼﾛｷｻﾝに対する名称)について述べているものもある。

この両者はしばしば誤記されるので、内容で判断して付与。
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BB31 ・・ ﾎﾟﾘｴｰﾃﾙ樹脂 ２価の炭化水素基をｴｰﾃﾙ結合で連結する主鎖を持つﾎﾟﾘﾏｰ。  －( － R－O－ ) n－

(含 ﾎﾟﾘｱﾙｷﾚﾝｵｷｼﾄﾞ ) ﾎﾟﾘｱﾙｷﾚﾝｵｷｼﾄﾞは脂肪族ﾎﾟﾘｴｰﾃﾙであﾘ、ﾎﾟﾘｱﾙｷﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ、ﾎﾟﾘｵｷｼｱﾙｷﾚﾝ等の

呼称もある。この樹脂としては、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｵｷｼﾄﾞ［  －(CH2CH2－O－) －  ］、

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞ ［  －(CH2CH(CH3)－O－)－  ］ 或いはこれらの共重合体が

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄの領域では主に使われている。

BB32 ・・ ｶﾁｵﾝ性樹脂 分子内にｶﾁｵﾝ基を有するﾎﾟﾘﾏｰ、又は分子内に容易にｶﾁｵﾝ化する基を有するﾎﾟﾘﾏｰ。

アミノ基を含有するﾎﾟﾘﾏｰの多くはｶﾁｵﾝ性樹脂である。第４級ｱﾝﾓﾆｳﾑ塩構造を

有するﾎﾟﾘﾏｰもｶﾁｵﾝ性樹脂である。

【補足】

BB33 ・・ 合成ｺﾞﾑ(含ﾗﾃｯｸｽ)  ｽﾁﾚﾝｰﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ ｺﾞﾑ ( SBR )、 ﾎﾟﾘﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ、 ｴﾁﾚﾝｰﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ ｺﾞﾑ 等。    

BB34 ・・ 架橋重合体 層の構成成分の樹脂が架橋されている樹脂であればここに付与。

BB35 ･･･ 活性光線硬化による 架橋が活性光線(紫外線、電子線等)照射によりなされる場合はここに付与。

BB36 ・・ 共重合体 層の構成成分の樹脂が共重合体であるときはこのﾀｰﾑを付与。更に観点BB00の

Ｆﾀｰﾑの樹脂名を、共重合体を構成する夫々のﾓﾉﾏｰ成分と見なして該当する樹脂名

のＦﾀｰﾑを付与。

BB37 ･･･ ﾌﾞﾛｯｸｺﾎﾟﾘﾏｰ 共重合体に於いてＡ、Ｂをｺﾓﾉﾏｰ成分とするとき、主鎖がＡﾓﾉﾏｰの連鎖が続く部分

(ﾌﾞﾛｯｸ)とＢの連鎖が続く部分（ﾌﾞﾛｯｸ)で構成される，或いは更にその繰り返しで

構成される重合体、又はその様な重合方法に対して付与。

        ････ＡＡＡＡＡＡＡBBBB･････BBBBＡＡＡＡ････

BB38 ･･･ ｸﾞﾗﾌﾄｺﾎﾟﾘﾏｰ 共重合体において、主鎖(幹)が単一のﾓﾉﾏｰ成分の連鎖で構成されており、それに

対して,側鎖が主鎖を構成するﾓﾉﾏｰ成分とは異なるﾓﾉﾏｰの連鎖となっている重合体、

又、その様な重合方法に対してこのﾀｰﾑを付与。Ａ、Ｂをそれぞれﾓﾉﾏｰ成分と

すると、右のようになる。          ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B　　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｂ

BB41 ・ 天然高分子

BB42 ・・ 多糖類 ｾﾙﾛｰｽ、澱粉以外の糖類はここに付与。ｷﾄｻﾝ、ｱﾙｷﾞﾝ酸等。

BB43 ･･･ ｾﾙﾛｰｽ

BB44 ････ ｾﾙﾛｰｽ誘導体 ｶﾙﾎﾞｷｼﾒﾁﾙｾﾙﾛｰｽ、ﾋﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙｾﾙﾛｰｽ、ﾒﾁﾙｾﾙﾛｰｽ等、主としてｾﾙﾛｰｽを水溶性

にする目的で変性したｾﾙﾛｰｽ誘導体に対して付与。

BB45 ･･･ ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ ｽﾀｰﾁ、ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ、澱粉。

BB46 ････ 変性したもの ｶﾁｵﾝ化ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ、酸化ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ等、澱粉を変性したもの。

アリルアミン重合体やポリアミンはカチオン性樹脂であるが、物質名・化学式等が明らかである
のでBB32の付与は必須ではない。

例）
カチオン性樹脂（ポリアミン）……BB28は必ず付与、BB32は必須ではない。
カチオン性樹脂（スチレン系）……BB32は必ず付与、BB10も必ず付与。
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Ｆﾀｰﾑ  階層 　　タ ー ム 項 目 　　　　　　　　　　　タ  ー  ム  の  説  明

BB47 ・・ ﾀﾝﾊﾟｸ質

BB48 ･･･ ｾﾞﾗﾁﾝ

BB49 ･･･ ｶｾﾞｲﾝ

BB50 ・・ 天然ｺﾞﾑ(含ﾗﾃｯｸｽ)

BB51 ・ 物性値に特徴がある 観点BB00の高分子が数値的な特徴を有するとき、BB51～BB55のﾀｰﾑに付与。

BB52～BB55以外の数値的特徴に対しては、BB51に付与。

BB52 ・・ 分子量/分子量分布/

重合度

BB53 ・・ ﾓﾉﾏｰ比 共重合体の構成ﾓﾉﾏｰ成分のﾓﾉﾏｰ比。

BB54 ・・ 熱的特性 融点、ｶﾞﾗｽ転移点、軟化点、溶融粘度、,流出点、最低造膜温度、等

BB55 ・・ 化学的性質 酸価、溶解度、溶解度指数、等

ただしｹﾝ化度については、ｹﾝ化度が記載されているPVAは非常に多くの

公報にみられ、当該公報に対してBB55を付与すると、BB55の有用性が低下して

しまうことが懸念されるため、ｹﾝ化度記載の樹脂についてBB55は付与していない。

BC00 観点 支持体上側の 観点BC00は､ 支持体上側の層に含有される材料で有機低分子化合物､ 無機物、

層形成材料：添加剤 機能性添加剤に関するものである。有機低分子化合物、無機物の２つの群は､　

大略､化学的組成/構造に基づく見方によってﾀｰﾑは展開されている｡    

一方､機能性添加剤の群は上記二つの群とは別の見方････ 材料が層の中で

果たす機能即ち機能材名称によってﾀｰﾑは大略展開されている（BC51を参照）｡   

原則として､機能性添加剤で化学構造の記載があるときは､ BC01～BC46の対応

するﾀｰﾑも付与。

化学名/構造の記載がないときは､BC51～BC71 のﾀｰﾑの付与のみ（BC51を参照）｡

逆に化学名/構造の記載があって､特定機能の記載がないときはBC01～BC46 の

対応するﾀｰﾑの付与のみ｡
受容用塗工液の揮発性溶剤（メチルエチルケトン、プロピルアルコール）はBC0０は原則付与
していない（塗工後に揮発）。CA05に付与。

BC01 ・ 有機低分子化合物 ｴｰﾃﾙはここに付与。

BC02 ・・ 有機酸 ｶﾙﾎﾞﾝ酸、ｽﾙﾎﾝ酸、硫酸ﾊｰﾌｴｽﾃﾙ、乳酸等。（乳酸はBC04にも付与）

BC03 ･･･ 有機酸金属塩 BC02にあげた酸等の金属塩。

スルフォコハク酸－２－エチルヘキシルエステル塩（BC17、BC06、BC56にも付与）

酢酸ジルコニル等はここに付与。

BC04 ・・ ｱﾙｺｰﾙ ｴﾀﾉｰﾙ等の溶媒は付与していない。

BC05 ･･･ 多価ｱﾙｺｰﾙ ｸﾞﾘｺｰﾙ等の２価ｱﾙｺｰﾙ、ｸﾞﾘｾﾘﾝ等の３価以上のｱﾙｺｰﾙ

BC06 ･･ ｴｽﾃﾙ ｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴｽﾃﾙ、硫酸ｴｽﾃﾙ、ﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙ等
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Ｆﾀｰﾑ  階層 　　タ ー ム 項 目 　　　　　　　　　　　タ  ー  ム  の  説  明

BC07 ・・ ｴﾎﾟｷｼ化合物 ｸﾞﾘｼｼﾞﾙ基を持つ化合物等。

BC08 ・・ 含ﾁｯ素化合物 分子中にﾁｯ素原子を有する化合物で、BC09～BC11以外のもの。

アジピン酸ジヒドラジド等

BC09 ･･･ ｱﾐﾝ

BC10 ････ ４級ｱﾝﾓﾆｳﾑ塩化合物

BC11 ・・ ｲｿｼｱﾈｰﾄ ｲｿｼｱﾈｰﾄ基－N=C=Oを有する化合物。ﾌﾞﾛｯｸｲｿｼｱﾈｰﾄ化合物も含む。

BC12 ・・ 有機金属化合物 金属ｷﾚｰﾄ化合物、金属ｱﾙｺﾗｰﾄも含む。

BC13 ・・ 有機ケイ素化合物 ｹｲ素－炭素の結合を持つ有機化合物で、BC14～BC16以外のもの。

BC14 ･･･ ｼﾗﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ剤 反応性有機ｹｲ素化合物。      基本的な構造は ：   R n－Si－X （ ４－ｎ )

      X は ｱﾙｺｷｼ基 又は ﾊﾛｹﾞﾝ、    R はｱﾙｷﾙ基、 置換ｱﾙｷﾙ基、 ｱﾙｹﾆﾙ基等。

     n は １～３。

BC15 ･･･ ｼﾘｺｰﾝ 低分子のｵﾙｶﾞﾉｼﾛｷｻﾝ。BB30ｼﾘｺｰﾝ樹脂への説明も参照。

BC16 ････ 変性ｼﾘｺｰﾝ Ｓｉ、Ｃ、Ｈ、Ｏ、以外の元素を含むシリコーン化合物、或いは炭化水素基が極性基、

官能基等で変性されているｼﾘｺｰﾝ化合物。

BC17 ・・ 含ｲｵｳ化合物 分子中にｲｵｳ原子を含有する化合物。

BC18 ・・ ﾜｯｸｽ AB64参照

BC19 ・・ ｹﾃﾝﾀﾞｲﾏｰ ｼﾞｹﾃﾝ、ｱﾙｷﾙｹﾃﾝﾀﾞｲﾏｰ。ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ分野ではｻｲｽﾞ剤での使用が多い。

BC20 ・・ ｱﾙｹﾆﾙｺﾊｸ酸 ｱﾙｹﾆﾙ無水ｺﾊｸ酸、ｱﾙｹﾆﾙ無水ﾏﾚｲﾝ酸等の呼称もある。

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ分野ではｻｲｽﾞ剤での使用が多い。

BC21 ・ 無機物

BC22 ・・ 金属、金属粉、金属膜

BC23 ・・ 無機酸化物/水酸化物 ｾﾞｵﾗｲﾄ等

BC24 ･･･ ｼﾘｶ SiO2、二酸化ｹｲ素、ｹｲ酸ｹﾞﾙ。

BC25 ････ 表面処理ｼﾘｶ 疎水化処理ｼﾘｶ、表面に官能基を付けたｼﾘｶ等。

樹脂被覆した無機微粒子は、BC70・BC71を付与し、BC25等は付与していない。

BC26 ････ 気相法ｼﾘｶ 四塩化ｹｲ素ＳｉＣｌ４の気相加水分解により得られるｼﾘｶ。

気相法シリカであることが明確なものは、BC26を付与。

H2C

O

H
C

H2
C

R1
R2
C

H
C CH

H2C

C

C
O

O

O
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BC27 ････ 湿式法ｼﾘｶ ｹｲ酸ｿｰﾀﾞ類の水溶液を加水分解、ｹﾞﾙ化物を粉砕/分級したもの。

湿式法シリカであることが明確なものは、BC27を付与。

BC28 ････ ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶ ｹｲ酸ｿｰﾀﾞ類の水溶液を加水分解、生成した微粒子ｼﾘｶｿﾞﾙをコロイド状態で

安定化したもの。

BC29 ･･･ ｱﾙﾐﾅ Al2O3、酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ。

BC30 ････ ｱﾙﾐﾅ水和物 ｱﾙﾐﾅｿﾞﾙもここに付与。

（含ﾍﾞｰﾏｲﾄ)

BC31 ････ 水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ

BC32 ･･･ 酸化亜鉛 ZnO

BC33 ･･･ 酸化ﾁﾀﾝ ＴiO2

BC34 ･･･ ﾎｳ素化合物 （含 無機酸化物/水酸化物の下位のﾀｰﾑであるが、特例としてﾎｳ砂、ﾎｳ酸塩等、ﾎｳ酸の

ﾎｳ酸、ﾎｳ砂、ﾎｳ酸塩) 無機塩類も含む。

ホウ酸は架橋剤として機能するため、BC52も付与。

BC35 ・・ 金属塩類 無機のｱﾝﾓﾆｳﾑ塩類も含む。
金属塩ではない無機塩類についても、BC35を付与。

BC36 ･･･ 水溶性金属塩 クロムミョウバン、ポリ燐酸ソーダ、塩化アンモニウム等

BC37 ･･･ 非水溶性金属塩

BC38 ････ 炭酸ｶﾙｼｳﾑ ＣａＣＯ3

BC39 ････ 硫酸ﾊﾞﾘｳﾑ ＢａＳＯ4

BC40 ･･･ 複合金属塩類 複数種類の金属元素からなる塩類。各種金属元素の酸化物の形で表記する

合成鉱物の類もここに付与。

クロムミョウバン等

BC41 ・・ 天然鉱物類 下位に展開されない天然鉱物、即ちBC42～BC46以外の天然鉱物類はここに付与。

BC42 ･･･ ﾀﾙｸ

BC43 ･･･ ｶｵﾘﾝ

BC44 ･･･ 粘土

BC45 ･･･ 白土

BC46 ･･･ ﾏｲｶ(含合成ﾏｲｶ) 雲母、合成雲母を含む。
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BC51 ・ 機能性添加剤 下位ﾀｰﾑ（BC52～BC73）に該当せず、かつBB観点のﾀｰﾑ（BB01、BB41、BB51以外）が

付与されないものに対して、ここに付与。

添加剤は、何らかの機能・目的があって添加されているため、数多くの案件に

付与することになるが、このことに特段意義は認められないため（BC00を参照）。

例：カチオン性樹脂定着剤・・・BC51は付与せず、BB32のみ付与。

BC52 ・・ 架橋剤、硬膜剤 架橋剤、硬化剤、硬膜剤等

BC53 ・・ 界面活性剤

BC54 ･･･ ﾉﾆｵﾝ性 非ｲｵﾝ性界面活性剤

ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテルはBB31にも付与

BC55 ･･･ ｶﾁｵﾝ性 ｶﾁｵﾝ性界面活性剤

BC56 ･･･ ｱﾆｵﾝ性 ｱﾆｵﾝ性界面活性剤

BC57 ･･･ 両性 両性界面活性剤

BC58 ・・ 耐候剤、耐光剤 酸化防止剤、紫外線吸収剤、老化防止剤、安定剤等の上位概念。

BC59 ･･･ 酸化防止剤/ｸｴﾝﾁｬｰ

BC60 ････ ﾋﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌｪﾉｰﾙ 基本的には、２，６位を嵩高なｱﾙｷﾙ基で置換したﾌｪﾉｰﾙの基本骨格構造を持つ

化合物で酸化防止剤として使われるものをﾋﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌｪﾉｰﾙと称しているが、

必ずしも明確な定義があるわけではない。ｱﾙｷﾙ基がそれ程嵩高のｱﾙｷﾙ基

ではなかったり、二置換ではなく、一置換であったり、置換位置が２，６位ではなく、

ﾒﾀ位であったり、これらも含め、ここではﾌｪﾉｰﾙ系酸化防止剤をﾋﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌｪﾉｰﾙとしている。

典型的なヒンダードﾌｪﾉｰﾙ酸化防止剤として  2,6－ｼﾞ－t－ﾌﾞﾁﾙ－p－ｸﾚｿﾞｰﾙがある。

BC61 ････ ﾋﾝﾀﾞｰﾄﾞｱﾐﾝ 基本的には、２，６位をﾃﾄﾗﾒﾁﾙ置換したﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾝの基本骨格構造を持つ化合物で

酸化防止剤、紫外線安定剤、耐光剤として使われるものをﾋﾝﾀﾞｰﾄﾞｱﾐﾝと称して

いるが、必ずしも明確な定義があるわけではない。又、ﾋﾟﾍﾟﾘｼﾞﾝではなくて、

ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾞﾝの基本骨格を持つものもあり、ＮＨ基の水素がｱﾙｷﾙ置換されているのも

ある。ここでは、”飽和の複素環ｱﾐﾝであって、２，６位を置換されている

酸化防止剤的役割の化合物”を一応ﾋﾝﾀﾞｰﾄﾞｱﾐﾝとしている。

BC62 ･･･ 紫外線吸収剤

OH

CH3

C(CH3)3(H3C)3C

HN

H3C CH3

H3C CH3

O
O
C C8H16 CO O NH

H3C CH3

H3C CH3
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BC63 ････ ﾍﾞﾝｿﾞﾄﾘｱｿﾞｰﾙ系 基本骨格構造にﾍﾞﾝｿﾞﾄﾘｱｿﾞｰﾙ環を持つ紫外線吸収剤。例えば次式の化合物。

BC64 ････ ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ系 基本骨格構造にﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ構造を持つ紫外線吸収剤。例えば次式の化合物。

BC65 ・・ 着色性物質 染料類、又は着色剤として使用される顔料類。

BC66 ･･･ 蛍光剤、蛍光増白剤

BC67 ・・ 粒子状添加剤(填料顔料)

BC68 ･･･ 無機体質顔料 着色剤としての顔料を意味するものではなく、無機の粒子状物質を意味する。

BC69 ･･･ 樹脂微粒子 層形成後に粒子状で存在する樹脂微粒子を意味している。

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ用樹脂等で、塗布時にはｴﾏﾙｼﾞｮﾝ状態の微粒子である、というようなものは

機能材としての樹脂微粒子とはしていない。

樹脂微粒子の物質名が特定されているときは、観点BB00の該当する樹脂名のﾀｰﾑ

も付与。

BC70 ･･･ 有機無機複合体 樹脂類と無機微粒子の複合物。典型的には樹脂のﾏﾄﾘｯｸｽ中に無機微粒子が分散

しているものであるが、樹脂被覆した無機微粒子、或いは樹脂微粒子表面に

無機微粒子を固着させた様なものも付与の対象としている。

BC71 ････ ｼﾘｶ･ｱｸﾘﾙ樹脂複合体 有機無機複合体であって、樹脂がｱｸﾘﾙ系樹脂、無機微粒子がｼﾘｶであるもの。

BC72 ・・ 抗菌剤防黴剤

BC73 ・・ 可塑剤

BC75 ・ 添加剤：数値限定 観点BC00の材料が物性値等の数値的特徴を有する場合、BC75～BC83の

該当するﾀｰﾑを付与。

BC75のﾀｰﾑは、BC76～BC83以外の数値的特徴に対して付与。

BC76 ・・ 粒径

BC77 ･･･ 一次粒径

BC78 ･･･ 二次粒径

BC79 ・・ 比表面積

BC80 ・・ 細孔径/開口径

BC81 ・・ 細孔容積

「平均粒径」と記載されている場合は、通常の場合、「二次粒径」とみなす。
ただし、コロイダルシリカ及び特殊なシリカであって、凝集体を形成しないものは除く。

［付与の仕方］
①１次粒径又は２次粒径が明記されているか自明な場合→BC77ｏｒBC78
②「粒径」などと記載されており、１次粒径又は２次粒径であるか不明の場合→BC76

N
N

N
HO

CH3

HO

OHC
O
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BC82 ・・ 吸油量

BC83 ・・ 空隙率

CA00 観点 被記録材の製造方法

CA01 ・ 支持体上側の層の CA01のﾂﾘｰのﾀｰﾑでは、”層”は専ら支持体上側の層をＦﾀｰﾑ付与の対象としている。

形成方法 支持体下側層(裏面層)はCA01のﾂﾘｰのﾀｰﾑの付与対象としていない。

CA02 ・・ ﾗﾐﾈｰﾄ/転写による形成 ﾌｨﾙﾑ等、既に膜状に形成されているものを貼合わせ或いは転写により層形成するもの。

CA03 ・・ 塗布による形成 層の成分が液体(分散媒体)に溶解或いは分散されているものを塗布し、その後

液体を除去することで層を形成するもの。

CA04 ･･･ 原料/支持体の前処理 塗布に先立って支持体に何らかの前処理を行うもの、或いは分散前の

塗布液原料に何らかの処理を行うもの。
コロナ放電、フレーム処理なども付与。

CA05 ･･･ 塗布分散媒体 多くの場合水である。水が分散媒体の時はこのﾀｰﾑは付与していない。

水以外の分散媒体の場合にこのﾀｰﾑを付与。

CA06 ･･･ 分散方法 塗布液の調製方法、構成成分の添加順序等。

CA07 ･･･ 塗布方法 ｶｰﾃﾝ等の塗布具/塗布方法、多重塗布等。

記録層液を塗布するものは、必ず何らかの塗工方法を用いているので、

これら全案件に付与することになるが、このことに特段意義は認められないため、

CA07は、下位（CA08－CA10）に該当しない特徴的な塗布方法に対して付与。

ﾛｰﾙ、ﾌﾞﾚｰﾄﾞ、ﾊﾞｰｺｰﾀには付与していない。

CA08 ････ ｷｬｽﾄ法 支持体に塗布後、塗布層が可塑性を有しているうちに、平滑鏡面(鏡面ﾛｰﾙ等)に

塗布層表面を押しつけて乾燥させる塗布方法。光沢を持った平滑な表面が得られる。

CA09 ･････ ｹﾞﾙ法(凝固法) 支持体に塗布後、塗布層に凝固液を含浸させて凝固させ(ｹﾞﾙ化)、ある程度、

塗布層の流動性を減少させた後に鏡面ﾛｰﾙに押しつけて乾燥させるｷｬｽﾄ法。

CA10 ･････ ﾘｳｪｯﾄ法(再湿潤法) 支持体に塗布後、塗布層を一旦乾燥させた後、再湿潤液で塗布層を湿潤化した後

鏡面ﾛｰﾙに押しつけて乾燥させるｷｬｽﾄ法。

CA11 ･･･ 塗布時の添加剤 塗布時の工程管理、製品の仕上り確保等の目的で塗布液に加えられる薬剤。

例えばﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ剤。塗布乾燥後も被記録媒体に残る薬剤もあるので、

厳密に考えると、層への添加剤との区別は難しい。

CA12 ・・ 溶融塗布 分散媒体を使用せずに、ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ樹脂を溶融状態にして塗布するもの。押出しﾗﾐ等。

CA13 ・・ 塗布液数値限定/ 塗布液粘度、塗布液濃度、塗布液pH等塗布液の数値的特徴。

成膜ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 成膜速度、乾燥温度などの塗布条件。

ただし、塗布量及び膜厚は、重要なパラメータであり、全案件に付与することになるが、

このことに特段意義は認められないため、塗布量及び膜厚については、付与していない。

CA14 ・・ 層形成後の処理 塗布後の処理に特徴があるときここに付与。

CA15 ･･･ ｶﾚﾝﾀﾞｰ処理 ﾛｰﾙによる加熱加圧処理。多くの場合鏡面ﾛｰﾙを使用する。

CA16 ･･･ 乾燥 層形成後の乾燥方法に特徴があるときここに付与。

塗布後における【層形成】のための通常の乾燥には、付与していない。
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CA18 ・ 被記録材への 支持体も含めた記録材全体への加工に対して付与。

物理的機械的加工 形状加工、包装、複数枚葉への処理、ﾛｰﾙ端面加工、等。　例：ミシン目など

また、BA03：(被記録材の)形に特徴/形状加工、DA05：(支持体)形状加工したものも参照。

なお、BA03、CA18、DA05は同様のﾀｰﾑであるため、

どれか一つを付与。

DA00 観点 支持体

DA01 ・ 支持体表面状態 粗さ、凹凸、筋目など。

DA03 ・ 支持体内部構造 ﾐｸﾛﾎﾞｲﾄﾞ、相分離、気泡、積層等。

DA05 ・ 形状加工したもの BA03、CA18のﾀｰﾑの説明も参照。

BA03、CA18、DA05は同様のﾀｰﾑであるため、どれか一つを付与。

DA07 ・ 支持体材料

DA08 ・・ 樹脂 DA09、DA10以外のﾌﾟﾗｽﾁｯｸが支持体の材料であるものに付与。

DA09 ･･･ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾌｨﾙﾑ。

DA10 ･･･ ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ重合体 >Ｃ＝Ｃ<不飽和結合の重合によるﾌﾟﾗｽﾁｯｸが支持体であるもの。多くの場合

BB02～BB19に列挙した重合体名に相当するﾌﾟﾗｽﾁｯｸのいずれかであるが、支持体

に使われている場合にはBB00の観点のﾀｰﾑに付与せずに、DA10で付与。

DA11 ･･･ 共重合体 支持体樹脂が共重合体であるもの。BA11も参照。

DA12 ・・ ﾊﾟﾙﾌﾟ紙 ﾊﾟﾙﾌﾟを原料とする紙。一般的に紙はすべてﾊﾟﾙﾌﾟ紙である。

合成繊維の短繊維をﾊﾟﾙﾌﾟ化したもの（合成ﾊﾟﾙﾌﾟ)からの紙も含む。

ｱｰﾄ紙、画用紙、ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ専用紙、ｺｰﾄ紙、ｷｬｽﾄｺｰﾄ紙等。

【補足】
１．サイズプレスについて
（１）製造工程中によるもの→ＤＡ１２、ＤＡ１９、ＤＡ２０
　紙の製造工程中（乾燥工程前）にサイズプレス塗工工程による塗工が施された場合、塗液は
原紙中に含浸すると共に原紙の表裏面に層を形成するが、当該塗工工程は支持体製造にお
ける一工程であるから、原紙と表裏の両面に形成した層を有する構成全体を一支持体とみなし
ている。
（２）製造後によるもの→ＤＡ１２（、ＤＡ１９）、ＢＡ観点のいずれかのターム
サイズプレス装置による塗工工程が、紙の乾燥後であって当該塗工工程により塗工層が形成
されていることが明らかな場合（例えば、市販の原紙に対してサイズプレス塗工した場合、乾燥
工程の後にサイズプレス塗工した場合等）、当該塗工工程により原紙の表裏の両面（注）に形
成した層をそれぞれ支持体上の層及び裏面層とみなして解析・付与。
（注）サイズプレスは、その装置の構造上、原紙の表裏の両側に層を形成するものである。
（３）製造工程中と製造後のいずれかが特定できない場合
サイズプレス装置による塗工工程が乾燥工程の前後のいずれに行ったものであるか特定でき
ない場合、明細書の記載内容や塗液組成等を考慮して判断。
ただし、サイズプレス装置は、上記（１）のように紙の製造工程中で用いられることが多い。製造

工程中によるものは、通常、外添サイズ剤、澱粉等が１０ｇ／ｍ２未満程度塗工。
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DA13 ･･･ ﾚｼﾞﾝｺｰﾄ紙 紙にﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等の極薄ﾌｨﾙﾑをﾗﾐﾈｰﾄした用紙。非吸水性である。樹脂被覆紙等。

樹脂被覆紙であることが明示されていない場合であっても、原紙にポリオレフィン樹脂を

塗布したことが記載・示唆されている場合、これを付与し、樹脂層を１層とは見なしていない。

DA14 ･･･ 普通紙 木材を原料とするﾊﾟﾙﾌﾟより得られる紙。
上質紙、ｺﾋﾟｰ用紙、ﾎﾞﾝﾄﾞ紙は、普通紙とみなし、DA14を付与。

DA15 ･･･ 再生紙/古紙 普通紙を再生したもの。

DA16 ・・ 合成紙 狭義の合成紙。ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｨﾙﾑを加工して不透明化、表面処理を行って

印刷性、筆記性、不透明性などの紙様の性質/感触を付与したもの。

(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ繊維をｼｰﾄ化して、熱又はﾊﾞｲﾝﾀﾞｰで結合したものはDA17不織布としている。)

DA17 ・・ 布/不織布 織布/不織布。DA16も参照のこと。ﾒｯｼｭｼｰﾄ等。

DA18 ・・ 金属、ｶﾞﾗｽ、ｾﾗﾐｯｸｽ 支持体が金属、ｶﾞﾗｽ又はｾﾗﾐｯｸであるもの。

DA19 ・・ 支持体への添加剤 支持体に含有されるものであって、DA08～DA18以外の材料・物質。

支持体の製造工程などが記載されており、添加剤が特定できるものは、すべて付与。

DA20 ･･･ 紙への含浸材料 BA09を参照のこと。特に層を形成することはしないが、ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ適性を得る目的で

紙等の多孔質支持体に含浸させるもの、その為の材料に付与。

FA00 観点 ｲﾝｸ一般

FA01 ・ ｲﾝｸｾｯﾄ ２種類以上のｲﾝｸを組み合わせに特徴あるもの。

各色の色値ﾊﾞﾗﾝｽ等もここに付与。

FA02 ・・ 染顔料組合せ ｲﾝｸｾｯﾄを構成する各色のｲﾝｸが特定の染顔料の組合せで構成されるもの。

FA03 ・・ 濃淡ｲﾝｸ ｲﾝｸｾｯﾄ中に同色系の２種類以上の濃色淡色ｲﾝｸを設けたもの。

FA04 ・・ C、M、Y、B以外の色 単独にもしくはｲﾝｸｾｯﾄ中に、ｼｱﾝ、ﾏｾﾞﾝﾀ、ｲｴﾛｰ、ﾌﾞﾗｯｸ以外の色のｲﾝｸを設けたもの。

又は、ﾚｯﾄﾞ(赤)、ﾌﾞﾙｰ(青)、ｲｴﾛｰ(黄)、ﾌﾞﾗｯｸ（黒)以外の色のｲﾝｸを設けたもの。

FA06 ・ 特殊ｲﾝｸ 下位ﾀｰﾑ以外で、一般的なｲﾝｸでないものに付与。　例：ﾛｲｺ染料ｲﾝｸ

FA07 ・・ 白ｲﾝｸ 白色顔料を含有するｲﾝｸ。ｶﾗｰｲﾝｸ打ち込みの下地塗料としての使用等がある。

FA08 ・・ 無色ｲﾝｸ 顔料を含まない無色透明ｲﾝｸ。光沢用途、層の透明化目的等。

FA09 ・・ 着色以外の目的/効果 常識的な意味での画像/文字情報の記録目的以外の機能を持つｲﾝｸ。

例：真贋判定用、匂い入り等

FA10 ･･･ 非可視光用 例えば、紫外線下で発色する等のｲﾝｸ。

２，バライタ紙について
バライタ紙は、原紙の上にバライタ層（硫酸バリウム、ゼラチンを主成分とする層）を塗布した構
成を有する。
原紙の上にバライタ層を設けた構成であることが明らかであっても、バライタ紙と記載されてい
なければ、原紙を支持体、バライタ層を支持体上の一層とみなし、解析・Ｆターム付与。
ただし、実施例中において支持体として単に「バライタ紙」を用いたことが明記されている場合に
限り、支持体はバライタ層と原紙とにより構成されているものとみなし、ＤＡ１２、ＤＡ１９に付与。
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FA12 ・ ｲﾝｸの用途･用法

FA13 ・・ 記録媒体との組合せ 特定のｲﾝｸと、それに合せた特定の仕様の被記録材との組み合わせ。

例：ｲﾝｸにﾛｲｺ染料、被記録材に顕色剤を含有するもの

FA14 ・・ 反応液との組合せ ｲﾝｸの定着を図る目的で記録媒体に塗布又は吐出される特定の仕様の反応液

（定着液、処理液)と、それに対応させた特定の仕様のｲﾝｸの組合せ。AB25を参照。

FA15 ・・ ｲﾝｸ同士が相互に反応するもの

FA16 ・・ ｲﾝｸ吐出の制御と 特定の仕様のｲﾝｸと、それに対応する特定のｲﾝｸ吐出条件。

関連するもの

FA18 ・ ｲﾝｸ ： 物性/数値限定

FA20 ・ 製造方法 ｲﾝｸの製造方法に特徴のあるもの。

FB00 観点 ｲﾝｸ材料 観点FB00はｲﾝｸの構成成分に関するものである。

ｲﾝｸの場合、別ﾃｰﾏ4J039にｲﾝｸの構成成分は詳述されている。

従って、本ﾃｰﾏでは、反応性ｲﾝｸの構成成分に関するものを除いて、ｲﾝｸを構成する

物質ﾀｰﾑの展開は、上位概念のﾀｰﾑ構成でとどめてある。

解析に際しては、(ｲﾝｸの)実施例を充分に理解して、ｲﾝｸを構成する成分がどの

上位概念に属するものかを判断して付与している。

FB01 ・ ｲﾝｸ分散媒体 ｲﾝｸの構成成分を溶解或いは分散し、ｲﾝｸ内に一様に保持する役割を担っている液体、

即ちｲﾝｸの連続相の液体。

観点FB00では、FB01分散媒体、FB24溶剤、それぞれの言葉を、概念が異なる

別のものとして区別して定義しているので注意。

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｲﾝｸでは多くの場合、分散媒体は水である。解析の際、水が分散媒体で

であれば、FB01～FB04のﾀｰﾑは、特には付与していない。

FB02 ・・ 非水系媒体 分散媒体が水以外の液体であるもの。

水と共にグリセリン、プロピルアルコール等の溶剤を含有するインク（水系インク）の場合、

FB02-FB04には付与していない。

FB03 ･･･ 親水性非水系媒体 水以外の分散媒体であって、かつ分散媒体が親水性であるもの。

FB04 ･･･ 疎水性非水系媒体 水以外の分散媒体であって、かつ分散媒体が疎水性であるもの。
例えば、常温で液状のアクリル酸エステルモノマー等と色剤からなるインクは、モノマーが溶媒
を兼ねていると見なして、FB04を付与。

FB05 ・・ 媒体ﾌﾘｰｲﾝｸ 分散媒体を使用しないｲﾝｸ。例：ﾎｯﾄﾒﾙﾄｲﾝｸ(常温では固体のｲﾝｸ)

（ﾎｯﾄﾒﾙﾄｲﾝｸ)

FB07 ・ ｲﾝｸ材料：機能的分類 FB07～FB25は機能的分類であるので、物質が特定できる場合には、

FB27～についても、同時に付与。

FB08 ・・ 界面活性剤 FB08～FB16において、二つ以上の機能を有する物質であっても、複数のﾀｰﾑは付与せず、

どれか一つを付与。　　　例：アセチレングリコールのPEG付加物…FB11

FB09 ･･･ ｶﾁｵﾝ性 ｶﾁｵﾝ性界面活性剤。FB08参照。

FB10 ･･･ ｱﾆｵﾝ性 ｱﾆｵﾝ性界面活性剤。FB08参照。
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FB11 ･･･ ﾉﾆｵﾝ性 非ｲｵﾝ性界面活性剤。FB08参照。

FB12 ･･･ 両性 両性界面活性剤。FB08参照。

FB13 ・・ 分散剤 界面活性剤との間に本質的な相違を見つけるのは難しいが、界面活性剤と分散剤を

夫々の名称で併用しているものもあるので、このﾀｰﾑを設けてある。FB08参照。

FB14 ･･･ ｲｵﾝ性分散剤 分散剤がイオン性の分散剤であるもの。FB08参照。

FB15 ･･･ 高分子分散剤 分散剤が高分子化合物であるもの。FB08参照。
【補足】スチレン－アクリル系樹脂、ポリアクリル酸ソーダ等について
①「分散剤」であることが明記されているか自明な場合
　→FB15、FB48に付与、フリーワード記入
②「分散剤」であることが不明瞭である場合
　→FB48に付与、フリーワード記入
　（注）フリーワードを記入する際に化合物名の文字数が多く入りき
　　らない場合、ﾓﾉﾏｰ単位に分け、複数のフリーワードを記入。

FB16 ・・ 浸透剤 浸透剤、浸透促進剤。FB08参照。

FB17 ・・ 保湿剤 保湿剤、湿潤剤。

FB18 ・・ 耐候耐光剤,防腐防黴剤 酸化防止剤、紫外線吸収剤、防腐剤、防錆剤、防黴剤等。

FB19 ・・ 粒子状添加剤 ｲﾝｸの成分として含有される粒子状の物質。但し、着色剤としての顔料を除く。

FB20 ･･･ 無機微粒子 粒子状物質が無機微粒子であるもの。

FB21 ････ ｼﾘｶ ＳｉＯ2、二酸化ｹｲ素、ｹｲ酸ｹﾞﾙ。

FB22 ･･･ 樹脂微粒子 BC65のﾀｰﾑ(樹脂微粒子)とは異なり、色材のﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ的な役割の樹脂が

ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ状態でｲﾝｸ中にあるものも樹脂微粒子としてFB22を付与。

樹脂粒子状着色剤（コアシェルインク等）、マイクロカプセルインクはここには付与していない。

FB23 ・・ 溶剤 ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄｲﾝｸの多くの例で、ｲﾝｸ構成成分に溶剤という名称で有機低分子化合物を

含有させるものが見られる。特定の構成成分をｲﾝｸ中で溶解する意図で加えられ

るものもあり、又、ｲﾝｸの系全体を調整すると思われる意図で加えられるものもある。

観点FB00では、この様な溶剤を分散媒体とは異なる"溶剤という名称の添加剤"

として定義し、解析の際にはFB23～FB25の該当するﾀｰﾑを付与。

又その際、物質が特定されていれば、FB27～FB32の相当するﾀｰﾑも付与。

FB01ｲﾝｸ分散媒体への説明も参照。

FB24 ･･･ 疎水性溶剤 FB23で定義した溶剤が疎水性溶剤であるものに対して付与。

FB25 ･･･ 親水性溶剤 FB23で定義した溶剤が親水性溶剤であるものに対して付与。

FB27 ・ ｲﾝｸ材料：有機低分子 ｲﾝｸを構成する成分で、FB34(反応性物質)/同下位ﾀｰﾑ及び

FB52(染顔料)/同下位ﾀｰﾑ以外の有機化合物。

FB28 ・・ 炭化水素 ｲﾝｸの構成成分であって、炭化水素分子であるもの。例えば炭化水素溶剤、ﾜｯｸｽ等。

FB29 ・・ 含酸素化合物 ｲﾝｸの構成成分であって、分子中に酸素を含有する化合物。ｱﾙｺｰﾙ、ｴｰﾃﾙ、

ｴｽﾃﾙ、ｶﾙﾎﾞﾝ酸等。
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FB30 ・・ 含ﾁｯ素化合物 ｲﾝｸの構成成分であって、分子中にﾁｯ素を含有する化合物。ｱﾐﾝ、４級ｱﾝﾓﾆｳﾑ塩等。

FB31 ・・ 含ｲｵｳ化合物 ｲﾝｸの構成成分であって、分子中にｲｵｳを含有する化合物。ｽﾙﾌｨﾄﾞ、ｽﾙﾎﾝ酸等。

FB32 ・・ 有機ｹｲ素化合物 ｲﾝｸの構成成分であって、分子中にＳｉ－Ｃの結合を有する化合物。

ｼﾘｺｰﾝｵｲﾙ、変性ｼﾘｺｰﾝ等。

FB34 ・ ｲﾝｸ材料： 反応性物質 ｲﾝｸの構成成分が反応性物質であるもの。ここでは主として、高分子化させる

 ( ﾓﾉﾏｰ類他 ) 反応性ﾓﾉﾏｰについてﾀｰﾑは展開されている。

記録後に加熱や活性光線処理するものは、AB08～AB23等にも付与。

FB35 ・・ ﾋﾞﾆﾙ系ﾓﾉﾏｰ FB36～FB38以外のﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰをｲﾝｸ中に含有するときはここに付与。

(含C=C結合の開裂)

FB36 ･･･ ｱｸﾘﾙ系ﾓﾉﾏｰ ｱｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ、ﾒﾀｸﾘﾙ酸ｴｽﾃﾙ等。

FB37 ･･･ ﾋﾞﾆﾙｴｰﾃﾙ ﾋﾞﾆﾙｴｰﾃﾙ類  CH2=CH－O－R   をｲﾝｸ中に含有するもの。

FB38 ･･･ 重合性官能基２ｹ以上 1分子中に２ｹ以上の C=C 結合基を有するもの。

FB39 ・・ 開環系ﾓﾉﾏｰ FB40、FB41以外の開環性ﾓﾉﾏｰはここに付与。

FB40 ･･･ ｵｷｾﾀﾝ類 ｵｷｾﾀﾝ環を有する化合物。

FB41 ･･･ ｴﾎﾟｷｼ/ｸﾞﾘｼｼﾞﾙ化合物 ｴﾎﾟｷｼ基、ｸﾞﾘｼｼﾞﾙ基を有する化合物。例えば次式のような基を持つもの。

                 ~~~~~~~~~

FB42 ･･･ 開環性官能基２ｹ以上 １分子中に２ｹ以上の開環性基を有する化合物。

FB43 ・・ 付加 又は 例えば、多官能ｲｿｼｱﾈｰﾄ化合物、ｼﾗﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ剤等。

縮合性多官能物質

FB44 ・・ 放射線重合性 反応性物質が活性光線(紫外線、電子線等)重合性を持つとき、ここに付与。

FB45 ・・ ｶﾁｵﾝ重合性 反応性物質がｶﾁｵﾝ重合性を有するとき、ここに付与。

FB46 ・・ 重合開始剤、酸発生剤 紫外線等の活性光線照射によりそれぞれ、ﾗｼﾞｶﾙを発生する化合物、酸を発生

する化合物。前者はﾗｼﾞｶﾙ重合系ﾓﾉﾏｰの重合開始剤として、後者はｶﾁｵﾝ重合系

ﾓﾉﾏｰの重合開始剤として使われる。前者の例としては、ｱｾﾄﾌｪﾉﾝ誘導体、

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ誘導体、ﾍﾞﾝｿﾞｲﾝ誘導体等、後者の例としては、芳香族ｵﾆｳﾑ塩類、

ｽﾙﾎﾝ酸ｴｽﾃﾙ類等がある。

FB48 ・ ｲﾝｸ材料:高分子化合物 ｲﾝｸの構成成分であって、高分子化合物であるもの。　例：樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ

FB50 ・ ｲﾝｸ材料： 無機化合物
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FB52 ・ ｲﾝｸ材料： 染顔料 ｲﾝｸを着色させるための材料。
ﾄﾅｰｼﾞｪｯﾄのﾄﾅｰは、FB52を付与。

FB53 ・・ 有機染料

FB54 ・・ 有機顔料

FB55 ･･･ 表面処理したもの 分散媒体、分散剤などとの親和性増強のために顔料表面を処理して、極性基等を付けたもの。
ｲﾝｸであって、顔料ﾏｲｸﾛｶﾌﾟｾﾙが有機顔料である場合は、有機顔料の表面を処理したと見なし
てFB55を付与。
なお、「被覆」、「表面処理」や「ｺｰﾃｨﾝｸﾞ」等のように記載されているものも付与。
例：自己分散性顔料、化学反応を伴う表面処理顔料、着色樹脂粒子（ﾏｲｸﾛｶﾌﾟｾﾙ顔料）

FB56 ・・ 無機顔料 無機の着色性顔料。金属粉もここに含む。

FB57 ･･･ ｶｰﾎﾞﾝﾌﾞﾗｯｸ

FB58 ････ 表面処理したもの ｶｰﾎﾞﾝﾌﾞﾗｯｸの表面を処理して、極性基等を付けたもの。

例：酸化ｶｰﾎﾞﾝﾌﾞﾗｯｸ、酸性ｶｰﾎﾞﾝﾌﾞﾗｯｸ
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　１－４　　Ｅ　Ｃ　Ｌ　Ａ　分　類　表

ＥＣＬＡ 説　明　（英　語　版）
B41M5/00　　　 　Duplicating or marking methods; Sheet materials for use

therein (by using light-sensitive materials G03; electrography,
magnetography G03G)

B41M5/00J . [N: Recording sheets characterised by the macromolecular
coatings used to improve ink-receptivity, e.g. for ink-jet or
thermal dye  transfer recording (printing on pretreated paper
or on organic plastics using a printer forme B41M1/30,
B41M1/36)] [C9612] [N: Note [N9501] [C9612] In groups
B41M5/00J1 to B41M5/00J20, in the absence of an
indication to the contrary, classification is made in the last
appropriate place]

B41M5/00J1 . . [N: Coatings prepared by radiation-curing, e.g. using
photopolymerisable compositions] [N9612]

B41M5/00J2 . . [N: characterised by inorganic additives, e.g. pigments,
clays] [N9501] [C9612]

B41M5/00J3 . . [N: characterised by organic non-macromolecular additives,
e.g.UV- absorbers, plasticisers, surfactants] [N9612]

B41M5/00J4 . . [N: characterised by the use of polymers obtained by
reactions only involving carbon-to-carbon unsaturated bonds,
e.g. vinyl polymers] [N9501] [C9612]

B41M5/00J5 . . [N: characterised by the use of natural gums, of proteins,
e.g.gelatins, or of macromolecular carbohydrates, e.g.
cellulose] [N9612]

B41M5/00J6 . . [N: characterised by the use of polymers containing
cationic or anionic groups, e.g. mordants] [N9501] [C9612]

B41M5/00J10 . . [N: Polyesters; Polycarbonates] [N9612]

B41M5/00J12 . . [N: Polyurethanes or polyureas] [C9812]

B41M5/00J20 . . [N: characterised by the use of fluorine- or silicon-
containing organic compounds] [N9501] [C9612]

B41M5/00J30 . . [N: characterised by structural details, e.g. multilayer
materials] [N9910]

B41M5/00J30B . . . [N: Backcoats] [N9910]

B41M5/00J30D . . . [N: Intermediate layers] [N9910]

B41M5/00J30F . . . [N: Supports] [N9910]

B41M5/00P . [N: Formation of a transparent pattern using a liquid marking
fluid]

B41M5/025 . by transferring ink from the master sheet

B41M5/025B . . [N: using a chemical colour-forming ink, e.g. chemical
hectography (B41M5/035 takes precedence)]

B41M5/025N . .  [N: the transferable ink pattern being obtained by means
of a computer driven printer, e.g. an ink jet or
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２． 出願データ                          

 

 

図－１　インクジェット記録技術関連の日本国出願件数の推移
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図－２　インクジェット記録技術関連の日本国審査請求件数の推移
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表－１  インクジェット記録技術分類別上位出願人① 

記録媒体・基材 表面処理塗工 

出願人

国籍 
順位 出願人 件数

出願人

国籍
順位 出願人 件数

日本 1 キヤノン(株) 1,208 日本 1 キヤノン(株) 848

日本 2 三菱製紙(株) 773 日本 2 三菱製紙(株) 541

日本 3 コニカミノルタホールディングス(株) 516 日本 3 コニカミノルタホールディングス(株) 474

日本 4 セイコーエプソン(株) 495 日本 4 セイコーエプソン(株) 329

日本 5 王子製紙(株) 460 米国 5 Eastman Kodak Co 324

日本 6 富士写真フイルム(株) 458 日本 6 王子製紙(株) 319

米国 7 Eastman Kodak Co 226 日本 7 富士写真フイルム(株) 284

日本 8 日本製紙(株) 193 日本 8 日本製紙(株) 204

日本 9 旭硝子(株) 172 日本 9 旭硝子(株) 202

日本 10 (株)リコー 163 米国 10 3M Co 118

米国 11 3M Co 144 米国 11 Hewlett-Packard Co 105

日本 12 三菱化学(株) 136 日本 12 東洋紡績(株) 74

日本 13 東洋紡績(株) 126 日本 13 (株)リコー 72

米国 14 Xerox Corp 119 日本 14 ソニー(株) 64

日本 15 富士ゼロックス(株) 114 欧州 15 Agfa-Gevaert NV 61

米国 16 Hewlett-Packard Co 109 日本 16 富士ゼロックス(株) 58

日本 17 大日本印刷(株) 101 日本 17 日清紡績(株) 56

日本 18 東レ(株) 91 米国 18 Arkwright INC 54

日本 19 ソニー(株) 76 日本 19 ダイセル化学工業(株) 49

日本 19 ダイセル化学工業(株) 76 欧州 19 Felix Schoeller 49

日本 21 日清紡績(株) 73 日本 21 (株)巴川製紙所 47

日本 22 (株)きもと 69 日本 22 バンドー化学(株) 46

欧州 23 Avecia Ltd 67 日本 23 北越製紙(株) 44

日本 24 ブラザー工業(株) 62 米国 24 DuPont Co 43

日本 24 東洋インキ製造(株) 62 日本 25 旭化成(株) 42

日本 26 バンドー化学(株) 56 日本 25 凸版印刷(株) 42

欧州 26 Imperial Chemical Industries  56 日本 27 (株)ユポ・コーポレーション 39

日本 28 北越製紙(株) 55 米国 28 Xerox Corp 38

日本 29 (株)巴川製紙所 53 日本 29 大日本印刷(株) 37

日本 30 凸版印刷(株) 52 日本 30 (株)きもと 35

日本 30 日本化薬(株) 52 日本 31 大王製紙(株) 34

欧州 32 Felix Schoeller 50 日本 31 日本ピー・エム・シー(株) 34

欧州 33 Agfa-Gevaert NV 48 日本 33 東レ(株) 29

日本 34 (株)ユポ・コーポレーション 47 日本 34 三菱化学(株) 26

日本 34 シャープ(株) 47 日本 35 日華化学(株) 23

日本 34 旭化成(株) 47 日本 36 大日精化工業(株) 22

欧州 37 Bayer AG 46 米国 36 Kimberly-Clark Worldwide Inc 22

欧州 38 Clariant International 45 欧州 38 ILFORD Imaging 21

米国 39 Arkwright INC 42 日本 39 ソマール(株) 20

欧州 39 Ciba Specialty Chemicals Holding Inc 42 日本 39 昭和電工(株) 20

日本 41 大王製紙(株) 41 日本 39 日本化薬(株) 20

この表は「平成１７年度 技術動向調査報告書 インクジェット用インク」（特許庁）から抜粋 
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表－２  インクジェット記録技術分類別上位出願人② 

層構造・表面構造 物性 

出願人

国籍 
順位 出願人 件数

出願人

国籍
順位 出願人 件数

日本 1 キヤノン(株) 589 日本 1 三菱製紙(株) 693

日本 1 三菱製紙(株) 589 日本 2 コニカミノルタホールディングス(株) 453

日本 3 コニカミノルタホールディングス(株) 515 日本 3 キヤノン(株) 419

日本 4 王子製紙(株) 370 日本 4 王子製紙(株) 383

米国 5 Eastman Kodak Co 343 日本 5 富士写真フイルム(株) 250

日本 6 セイコーエプソン(株) 298 日本 6 セイコーエプソン(株) 185

日本 7 富士写真フイルム(株) 259 日本 7 日本製紙(株) 177

日本 8 日本製紙(株) 188 米国 8 Eastman Kodak Co 167

日本 9 旭硝子(株) 172 日本 9 旭硝子(株) 156

米国 10 3M Co 103 日本 10 (株)リコー 66

日本 11 東洋紡績(株) 90 日本 11 ダイセル化学工業(株) 60

日本 12 (株)リコー 79 日本 12 東洋紡績(株) 58

日本 13 ソニー(株) 74 日本 13 大日本印刷(株) 57

日本 14 ダイセル化学工業(株) 59 米国 13 3M Co 57

欧州 15 Felix Schoeller 53 日本 15 東レ(株) 54

日本 16 大日本印刷(株) 52 日本 16 旭化成(株) 48

日本 16 凸版印刷(株) 52 日本 17 北越製紙(株) 46

米国 18 Arkwright INC 51 日本 18 (株)巴川製紙所 44

欧州 19 Agfa-Gevaert NV 49 日本 18 ソニー(株) 44

米国 20 Hewlett-Packard Co 46 米国 18 Hewlett-Packard Co 44

日本 21 (株)巴川製紙所 45 日本 21 (株)きもと 41

日本 21 日清紡績(株) 45 日本 22 富士ゼロックス(株) 39

日本 23 北越製紙(株) 43 日本 23 日清紡績(株) 38

米国 23 Xerox Corp 43 日本 24 凸版印刷(株) 35

日本 25 バンドー化学(株) 40 日本 25 バンドー化学(株) 34

日本 25 東レ(株) 40 日本 26 三菱化学(株) 33

日本 27 (株)ユポ・コーポレーション 37 日本 27 (株)ユポ・コーポレーション 32

日本 28 (株)きもと 34 日本 27 日本ピー・エム・シー(株) 32

日本 28 旭化成(株) 34 米国 29 Arkwright INC 26

日本 30 三菱化学(株) 31 日本 30 大王製紙(株) 24

日本 31 大王製紙(株) 29 日本 30 大日精化工業(株) 24

日本 31 富士ゼロックス(株) 29 日本 32 ソマール(株) 22

欧州 33 ILFORD Imaging 21 日本 32 日本合成化学工業(株) 22

日本 34 トッパン・フォームズ(株) 20 日本 34 積水化学工業(株) 21

日本 35 日本化薬(株) 19 日本 35 三井化学(株) 20

米国 35 DuPont Co 19 日本 35 浮間合成(株) 20

米国 35 Rexam Graphics Inc 19 欧州 35 Agfa-Gevaert NV 20

米国 38 Kimberly-Clark Worldwide Inc 18 欧州 38 Felix Schoeller 18

日本 39 ソマール(株) 17 日本 39 大日本インキ化学工業(株) 17

日本 39 三井化学(株) 17 日本 40 (株)クラレ 15

日本 39 東洋インキ製造(株) 17 日本 40 東洋インキ製造(株) 15

この表は「平成１７年度 技術動向調査報告書 インクジェット用インク」（特許庁）から抜粋 
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